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第１章 学校施設長寿命化計画の背景・目的等 

１ 背景 

本市では、高度経済成長期の急激な人口増加に伴い、小中学校や公共下水道をはじめとする多く

の公共施設等を集中的に整備してきました。 

現在では、約 6割以上の建築系公共施設が築 30年以上を経過しているほか、道路や公共下水道

等も老朽化が顕在化しており、大規模修繕や建替え等の検討が今後ますます重要な課題となってい

ます。 

こうしたなか、国においても、公共施設等の中長期的な維持管理に関する問題や課題を受け、平

成 25（2013）年に「インフラ長寿命化基本計画」が策定され、平成 26（2014）年には、各地

方公共団体へ「公共施設等総合管理計画」の策定を要請し、本市でも平成 29（2017）年 3月に

「小金井市公共施設等総合管理計画」を策定しました。 

同計画では、公共施設等の将来更新費用は 35 年間で 1,497 億円（年平均 43 億円）となり、

充当可能額の 2.9倍になると予測されている一方で、歳出が市税収入とほぼ同水準、または上回る

状況で、市税収入のみでは財源に余裕がない状況であることや総人口が令和 7（2025）年をピー

クとして減少に転じ、令和 42（2060）年には 10 万人を下回ることも示されており、今後は将

来の人口動向に合わせ、集約化、複合化、用途変更及び長寿命化等の各種施策を推進することで総

量抑制に努めるとともに、将来更新費用及び維持管理費の縮減に努める必要性があるとされていま

す。 

その中でも、学校施設は市内の建築系公共施設の58％を占めており、うち 9割を超える施設が

築 30 年以上となり、老朽化が進んでいる状況です。加えて本市では現在も人口が増加しており、

児童生徒数の増加に伴う教室確保にも取り組んでいかなければならない状況となっています。 

これらの課題に取り組むために、「公共施設等総合管理計画」で定める基本方針に従って、個別

施設ごとの具体的な対応方針を定める計画として「個別施設ごとの長寿命化計画」（以下「個別施

設計画」という。）を策定することが求められています。また、学校施設においては、文部科学省

より「学校施設の長寿命化計画に係る手引」及び「学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書」が

公表されているとともに、令和３（2021）年 3月までの計画策定が求められています。 
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２ 目的 

本市が所管する小中学校は、建物の約 9 割が建築後 30 年以上経過し、老朽化が進行していま

す。小中学校の老朽化対策は、児童生徒が安全・安心に学校生活を送るために、また、市全体の公

共施設の老朽化対策を推進する上で重要な位置付けとなっています。 

そこで、「小金井市学校施設長寿命化計画」（以下「本計画」という。）は、市が管理する小中

学校における床面積 200 ㎡以上の建物及び建物以外の工作物、土地等について実態の把握・分析

を行い、今後の学校施設全体の維持保全の方向性を検討するとともに、施設評価の妥当性を踏まえ

て今後の維持・更新コストを算出し、保全優先度を勘案した計画を策定します。 

策定にあたっては、長寿命化改修や改築のみならず、上位計画である「小金井市公共施設等総合

管理計画」を踏まえながら、文部科学省が提唱している学校施設整備指針や適正規模・適正配置、

防災機能、エコスクール等の事案を積極的に取り入れ、児童生徒にとってより良い学習・生活環境

を整備するとともに、地域コミュニティの拠点としての機能を有するような学校施設の在り方を踏

まえた計画とします。 

なお、本計画は、国のインフラ長寿命化基本計画（平成 25年 11月）の体系に基づき、「小金

井市公共施設等総合管理計画」に示された公共施設等の管理に関する基本的な考え方及び施設類型

ごとの管理に関する基本的な方針を踏まえ、学校施設に関する個別施設計画として位置付けます。 

 

図 本計画の位置づけ 
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学
校
施
設

長
寿
命
化
計
画



3 

３ 計画期間 

計画期間は、令和３（2021）年度から令和 33（2051）年度までとします。 

なお、「小金井市公共施設等総合管理計画」に合わせて計画を運用し、事業の進捗状況や社会情

勢の変化等を踏まえ、５年をめどに計画の見直しを行います。 

 

４ 対象施設 

本市の所管する小・中学校施設の小学校９校、中学校５校、計 14校の校舎、体育館、給食施設

（小規模な建物は除く）を対象とします（計 50棟、延床面積約 10万㎡）。 

なお、この建物は、学校施設台帳の棟区分をもとに、今後、建替えや改修を一体的に実施するこ

とが想定される棟をまとめたものですが、構造躯体の健全性及び構造躯体以外の劣化状況に関して

は元の学校施設台帳の棟区分単位で調査しております。こちらで集計した場合、棟数は 100 棟と

なります。 
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西暦 和暦
普通
学級

特別
支援

普通
学級

特別
支援

1 小金井第一小学校 本町1ー1ー6 武蔵小金井 11,533 7,638 1959 S34 61 585 14 18 2

2 小金井第二小学校 桜町2ー3ー58 武蔵小金井 15,093 7,205 1964 S39 56 515 16 17 2

3 小金井第三小学校 梶野町5ー7ー1 東小金井 17,118 8,436 1965 S40 55 900 0 26 0

4 小金井第四小学校 貫井南町3ー9ー1 武蔵小金井 14,670 7,058 1962 S37 58 557 0 18 0

5 東小学校 東町4ー25ー6 東小金井 12,755 9,051 1967 S42 53 669 22 20 3

6 前原小学校 前原町3ー4ー22 野川 9,690 5,580 1962 S37 58 596 0 19 0

7 本町小学校 本町5ー29ー21 武蔵小金井 10,080 5,277 1965 S40 55 547 0 17 0

8 緑小学校 緑町4ー15ー39 武蔵小金井 19,092 6,727 1968 S43 52 674 0 21 0

9 南小学校 前原町2ー2ー1 野川 11,522 6,514 1973 S48 47 552 0 18 0

121,555 63,486 5,595 52 174 7

1 小金井第一中学校 桜町2ー3ー15 武蔵小金井 27,696 10,636 1959 S34 61 425 29 11 4

2 小金井第二中学校 中町1ー8ー25 野川 15,070 8,926 1972 S47 48 385 8 12 1

3 東中学校 東町1ー5ー33 東小金井 16,732 7,610 1963 S38 57 310 0 10 0

4 緑中学校 緑町2ー11ー47 東小金井 13,582 8,230 1972 S47 48 562 0 15 0

5 南中学校 貫井南町1ー26ー1 野川 17,671 7,449 1977 S52 43 367 0 11 0

90,751 42,851 2,049 37 59 5

212,306 106,337 7,644 89 233 12学校施設14校　合計

小学校9校　　計

中学校5校　　計

学校名
築後
年数

地域

建築
年度

所在地
敷地面積

（㎡）
延床面積

（㎡）

児童生徒数（人）
学級数
（学級）

第２章 学校施設の実態 

１ 学校施設の概要 

小学校は 9校で総延床面積は 63,486㎡、中学校は 5校で総延床面積は 42,851㎡です。 

小学校 9 校の規模と児童数をみると、延床面積は平均約 7,054 ㎡/校、児童数は 627 人/校で

す。標準規模校（16学級～18学級）が 5校、大規模校（19学級以上）が 4校です。 

中学校 5 校の規模と生徒数をみると、延床面積は平均約 8,570 ㎡/校、生徒数は 417 人/校で

す。12 学級未満の小規模校が 3 校、12 学級～18 学級の標準規模校が 2 校です。（学校規模は、

文部科学省基準によります。） 

 

表 小中学校施設一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

出典：〔敷地面積〕〔延床面積〕令和元年度施設カルテ 

〔児童生徒数〕〔学級数〕令和 2（2020）年 4月現在 

※１ 敷地面積及び延床面積は、小数点以下切り捨て 

※２ 延床面積は、計画外の棟（プール付属棟・体育倉庫等の付属屋）も含むため、建物情報一覧の総延床

面積とは異なる。 

※３ 建築年度は、各学校にて最も古い建物（倉庫・便所などの小規模なものを除く）の建築年度を表す。 

 

  

※１ ※２ 

※３ 
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２ 学校施設の配置状況 

各学校は、中央線沿線に南北に配置され、東小金井駅周辺の小学校は大規模校となっています。

学校区は、小学校区と中学校区で異なっている状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

小学校（9 校） 

中学校（5 校） 
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３ 児童生徒数及び学級数の変化 

市全体の児童生徒数は、昭和 53（1978）年 11,366人をピークに減少傾向で推移していまし

たが、平成 28（2016）年以降増加傾向で推移し、令和 2（2020）年時点で 7,733人、ピーク

時の 68％となっています。 

今後は増加予測となっていますが、令和 10（2028）年 9,504人をピークに減少に転じ、令和

32（2050）年には 7,321人、現在から 6％微減予測となっています。 

 

 

図 児童生徒数の推移及び将来予測 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：各年 5月現在（特別支援含む）、令和 2（2020）年は 4月現在  

  令和 3（2021）年から令和 6（2024）年まで⇒住民基本台帳の児童生徒数に基づく推計 

  令和 7（2025）年以降⇒「小金井市人口ビジョン 小金井市まち・ひと・しごと創生総合戦略 

（平成 28年 3月）」に基づく推計 

※ 特別支援学級について 

令和 2（2020）年までは実数、令和 3（2021）年以降は、令和 2（2020）年の数値を毎年計上 

※ 学級数の算出について 

小学 1・2年は 35人学級、二中・東中・南中の１年は 35人学級、その他 40人学級で切り上げて算出 
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学校別にみると、今後も増加傾向が続き、当面は教室確保を優先的に取り組む必要がある学校も

ある一方で、すでに横ばいから減少傾向に変化している学校もあるなど、学校ごとに状況が異なっ

ています。 

 

図 小学校別児童数の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 中学校別生徒数の変化 
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今後 10 年間の児童生徒数及び学級数の変化について、全体としては令和 10（2028）年をピ

ークに減少に転じる予測となっていますが、大きな傾向として中央線沿線に近い小学校は児童数が

増加し、大規模校化がより進行する予測となっています。増加する児童数に伴い、現在の学校施設

のままでは教室不足や体育館・校庭・少人数学習等の使用に制約が出てくるなど学習環境にも影響

する可能性があります。 

一方で、市南部では小規模校化が進む学校やまだ大規模を維持する学校など状況がさまざまであ

るため、通学区域の見直しや適正規模・適正配置に向けた検討が必要になったり、市北部では小学

校・中学校が近接しているところもあるため小中合わせた対応が必要になるなど、地域の実情や学

校ごとの児童生徒数の変化を考慮して、学校施設の整備を早急に対応することが必要です。 

 

 

 

図 現在から 10年後の児童数の変化及び令和 12（2030）年度の学級数 

 

  



9 

４ 学校施設の整備状況 

（１）保有状況 

校舎及びそれに付帯する主要な建物（体育館、給食室等）の延床面積を小・中学校別にみると、

小学校約 5.9万㎡、中学校約 4.1万㎡、総合計は約 10.0万㎡で、このうち小学校が約 59％を占

めます。 

建物用途でみると、校舎または複合棟（校舎と体育館を兼用する建物）が約 92％を占め、これ

らの老朽化対策が重要な課題となります。 

 

（２）築年別整備状況 

昭和 56（1981）年以前の旧耐震基準で建てられた建物が全体の８割を占めるとともに、築 30

年以上の棟が面積比で 94％となっていて、老朽化対策が喫緊の課題となっています。 

最も古い建物は、昭和 34（1959）年度の校舎で、令和 2（2020）年度現在、築後 61 年経

過しています。昭和 46（1971）年度から昭和 53（1978）年度にかけては児童生徒数の増加に

より、多くの建物が建設され、特に昭和 47（1972）年度は、６棟で約 1.1万㎡と集中していま

す。平成 2（1990）年度以降は、体育館の建替えと前原小の校舎棟のみの整備となっています。 

 

 

 

 

図 築年別整備状況 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

延床面積（㎡）
建物用途別／築年度別所有状況表（床面積㎡）

1
9
6
0年

以
前

1
9
6
1

1
9
6
2

1
9
6
3

1
9
6
4

1
9
6
5

1
9
6
6

1
9
6
7

1
9
6
8

1
9
6
9

1
9
7
0

1
9
7
1

1
9
7
2

1
9
7
3

1
9
7
4

1
9
7
5

1
9
7
6

1
9
7
7

1
9
7
8

1
9
7
9

1
9
8
0

1
9
8
1

1
9
8
2

1
9
8
3

1
9
8
4

1
9
8
5

1
9
8
6

1
9
8
7

1
9
8
8

1
9
8
9

1
9
9
0

1
9
9
1

1
9
9
2

1
9
9
3

1
9
9
4

1
9
9
5

1
9
9
6

1
9
9
7

1
9
9
8

1
9
9
9

2
0
0
0

2
0
0
1

2
0
0
2

2
0
0
3

2
0
0
4

2
0
0
5

2
0
0
6

2
0
0
7

2
0
0
8

2
0
0
9

2
0
1
0

2
0
1
1

2
0
1
2

2
0
1
3

2
0
1
4

2
0
1
5

2
0
1
6

2
0
1
7

2
0
1
8

2
0
1
9

5,000

10,000

15,000

m給食棟 j中学校屋内運動場 h小学校屋内運動場 g中学校複合棟 f小学校複合棟 d中学校校舎

中学校
屋内運動場小学校

複合棟

中学校
校舎

小学校
屋内運動場

小学校
校舎

(㎡)

給食棟 中学校
複合棟

築30年以上 91棟 91％ 9.4万㎡ 93.9％

築20年以上 99棟 99％ 9.9万㎡ 99.2％

新耐震基準（1981年より後の建築）
19棟 19％ 1.9万㎡ 18.9％

旧耐震基準（1981年以前の建築）
81棟 81％ 8.1万㎡ 81.1％

1971年以前の建築
36棟 36％

3万㎡ 30.6％
コンクリートコア
圧縮強度が
13.5N/㎟以下

14校合計床面積
約10万㎡

築30年以上

94％
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（３）学校施設関連経費 

耐震改修が終了した平成 20（2008）年以降の 11 年間に要した学校施設関連の経費は、総額

で 28.5億円、年平均 2.6億円です。下図は、建物、建物以外の区分、また、建物については「機

能向上」と「機能回復」を性質別に表したものです。校庭芝生化等の「建物以外」に要した費用が

全体の４分の１を超えており、建物以外に多くの経費をかけてきた傾向があります。 

「機能向上」については、平成 25（2013）年から平成 30（2018）年にかけては非構造部材

（吊り下げ天井等）工事に年平均 2.7億円を費やしており、さらに平成 23（2011）年からはリ

ースによる空調（エアコン）の導入が始まるなどした結果、年平均 0.9億円かかっています。 

一方、「機能回復」としての建物の修繕・改修費用は 11 年平均で 1.0 億円であり、特に外壁に

関しては、これまで大きな改修をほとんど実施しておりません。また、維持修繕費が年々増大して

おり、令和元（2019）年には 10年前の 2倍近くに達しているため、今後の老朽化対応が重要と

なります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 学校施設関連経費（実績） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 端数処理をしているため、合計と一致しない場合がある。 

  

耐震改修対応後の代表的な経費 

• 機能向上（時代に合わせた学校施設として整備するための工事）：空調リース料・非構造部材工

事・トイレ工事  

• 機能回復（老朽化した建物の修繕・改修）：防水工事・給排水衛生設備工事・電気設備工事 等  

• 建物以外：校庭芝生化工事・プール工事 等 
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2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

11年間の合計28.5億円（年平均2.6億円）

耐震改修
7.7億円/年

0.7億円/年

建
物
以
外

11年平均
2.6億円/年

機能回復
10.7億円

1.0億円/年

非構造部材改修
2.7億円/年

建
物

空調リース料
0.5億円/年

電気設備

内部仕上
外部開口部

屋根・屋上
外壁

アスベスト

空調改修
（特別教室）

トイレ改修

その他外構

プール
グラウンド
（芝生化）

給食室設備

小荷物昇降機給排水衛生
2.0億円/年
うち機能向上
0.9億円/年

維持修繕費

（億円）
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５ 学校施設の老朽化状況 

（１）老朽化状況把握の進め方（建物情報の一元化・見える化） 

 「小金井市公共施設等総合管理計画」では、公共施設の管理に関する 8つの実施方針の中で、

中長期的な存続を図る施設については、原則的に長寿命化を図ること、施設評価を活用して意思

決定を図りながら施設の最適化を図ることを挙げています。 

 これらを実行に移すため、次の調査を行いました。 

 

 〇構造躯体の健全性 

 建築物の建替えの周期を８０年に延伸することが一般的に可能か、確認するために実施す

るものです。 

 〇構造躯体以外の劣化状況 

 対象施設の各部位の劣化状況を把握するとともに、本市の実態に即した中で、各部位の改

修工事の周期を何年に設定することが適切か、確認するために実施するものです。 

 

 また、さまざまな既存資料に加え、現地調査を実施し、個別施設の詳細把握を行うとともに、

情報を紐付けることで、概要情報と詳細情報に分けて整理し、一元化・見える化します。  

  

 ・建物情報一覧 

各棟の複数の既存データを紐づけてマネジメントに必要な情報を見える化し、専門家でな

くても建物の今後の方向性が検討できるようにしたものです。 

 ・劣化状況調査票 

 劣化状況・仕様・履歴を施設ごと・棟ごとに取りまとめたものであり、部位ごとに工事の

履歴と今後の修繕・改修の時期及び内容を明確化するものです。 

   今後は、これらの情報を更新することで、適切な施設の維持管理につなげます。  

 

図 情報の一元化イメージ図 

 

 

  

No.2

一小　3棟

屋上

余白

建物基本情報 躯体の健全性 躯体以外の劣化状況 修繕・改修履歴
建築年度 耐震安全性 既存データ
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校舎1 3 RC 3 984 1959 昭和34 61 旧 済 済 H14 21.1 21.1 長寿命 B C C C C 43 ○ ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 非 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ 70年建替え

校舎2 15-1 RC 4 1,445 1971 昭和46 49 旧 済 済 H14 13.7 長寿命 C D C C C 31 △ △△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 非 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
校舎2 15-2 RC 4 1,192 1971 昭和46 49 旧 済 済 H14 12.8 要調査 C C C C C 40 △ △△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 非 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
校舎2 15-3 RC 4 1,551 1972 昭和47 48 旧 済 済 H14 17.1 長寿命 C C C C C 40 △ △△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 非 ○ ト ○ ○ ○ ○ ○
体育館・クラブハウス・プール附属室 30-1 RC 4 1,314 1995 平成7 25 新 - - - - 長寿命 C D B B B 53 △ △△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 非 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
体育館・クラブハウス・プール附属室 30-2 RC 4 348 1995 平成7 25 新 - - - - 長寿命 C D B B B 53 △ △△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
体育館・クラブハウス・プール附属室 30-3 RC 4 127 1995 平成7 25 新 - - - - 長寿命 C D B B B 53 △ △△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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30年前

1970
(S45)
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(S55)
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(S36)

-

学
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施
設
台
帳
番
号

12.8

計画　　　（目標使用年数/修繕・改修　　単位：億円）

10年後 20年後 30年後 40年後

現在1971（Ｓ46）年

帯筋間隔改正

1981（Ｓ56）年

耐震基準改正

さまざまな既存資料

文科省
学校施設台帳

設備台帳
（設備年表）

１２条点検
報告書

耐震診断
報告書

躯体詳細調査
報告書

（躯体健全性）
工事台帳

決算書
（投資的経費）

固定資産台帳
設計図書
（竣工図）
内訳書ＩＳ値一覧

建物情報一覧（概要情報）

(1) 基礎情報
(2) 躯体の

健全性
(3) 劣化

状況

情
報
の
一
元
化
・
見
え
る
化

(5) 計画(4) 履歴

履歴情報（主要）劣化状況躯体健全性

学校
単位

棟単位

１
現在

劣化調査票（詳細情報）２

（劣化状況） （劣化写真）
No.1

一小　3棟

屋上

余白
年度）

㎡ 地上 階 地下 階

1 屋根 □ アスファルト保護防水 □ 降雨時に雨漏りがある

屋上 □ アスファルト露出防水 □ 天井等に雨漏り痕がある

□ シート防水、塗膜防水 □ 防水層に膨れ・破れ等がある

□ 勾配屋根（長尺金属板、折板） □ 屋根葺材に錆・損傷がある

□ 勾配屋根（スレート、瓦類） □ 笠木・立上り等に損傷がある

□ その他の屋根 （ ） □ 樋やﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝを目視点検できない

□ 既存点検等で指摘がある

2 外壁 □ 塗仕上げ □ 鉄筋が見えているところがある

□ タイル張り、石張り □ 外壁から漏水がある

□ 金属系パネル □ 塗装の剥がれ

□ コンクリート系パネル（ＡＬＣ等） □ タイルや石が剥がれている

□ その他の外壁 （ ） □ 大きな亀裂がある

□ アルミ製サッシ □ 窓・ドアの廻りで漏水がある

□ 鋼製サッシ □ 窓・ドアに錆・腐食・変形がある

□ 断熱サッシ、省エネガラス □ 外部手すり等の錆・腐朽

□ 既存点検等で指摘がある

3 内部仕上 □ 老朽改修

（床・壁・天井） □ エコ改修

（内部建具） □ トイレ改修

（間仕切等） □ 法令適合

（照明器具） □ 校内ＬＡＮ

（エアコン）等 □ 空調設置

□ 障害児等対策

□ 防犯対策

□ 構造体の耐震対策

□ 非構造部材の耐震対策

□ その他、内部改修工事

４ 電気設備 □ 分電盤改修

□ 配線等の敷設工事

□ 昇降設備保守点検

□ その他、電気設備改修工事

５ 機械設備 □ 給水配管改修

□ 排水配管改修

□ 消防設備の点検

□ その他、機械設備改修工事

特記事項（改修工事内容や12条点検、消防点検など、各種点検等による指摘事項が有れば、該当部位と指摘内容を記載）

健全度

0

部位 修繕・点検項目 改修・点検年度 特記事項（改修内容及び点検等による指摘事項） 評価

特記事項 評価
年度 工事内容 箇所数

構造種別 延床面積 階数

部位
仕様

（該当する項目にチェック）

工事履歴（部位の更新） 劣化状況
（複数回答可）

棟番号 建築年度 明治33 年度（

調査日

建物名 記入者

通し番号

学校名 学校番号

100点
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（２）構造躯体の健全性 

文部科学省の「学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書」の長寿命化判定フローに基づき、構

造躯体の健全性を判定します。 

学校施設を長期間にわたって使っていくためには、構造躯体が健全であることが重要になります。

鉄筋コンクリート造でコンクリート圧縮強度が 13.5N/ｍ㎡以下の棟、及び鉄骨造で著しく劣化し

ている棟は、長寿命化に適さない可能性があります。 

 

図 長寿命化の判定フロー 

  

工
事
実
施
段
階

耐震補強

耐震基準

耐震補強済み
または

耐震診断で耐震性あり

旧耐震基準

ＮＯ

または、使用不可ＹＥＳ

「長寿命」として試算 「改築」として試算

計
画
策
定
段
階

調査

評価
項目

（例示）

鉄筋コンクリート造
鉄骨鉄筋コンクリート造

鉄骨造 木造

現地目視調査及び材料試験 現地目視調査 現地目視調査

➢ コンクリート圧縮強度
➢ 中性化深さ
➢ 鉄筋かぶり厚さ
➢ 鉄筋腐食状況
➢ 屋上・外壁の漏水状況

➢ 筋かいのたわみ
➢ 鉄骨腐食状況
➢ 非構造部材の取付部・

設備・二次部材安全性
➢ 屋根・外壁の漏水状況

➢ 土台・柱・梁の腐朽
➢ 柱・梁の傾斜
➢ 床のたわみ、床鳴り
➢ 屋根・外壁の漏水状況

躯体の詳細な調査

長寿命化 改築

躯体の詳細な調査に加えて経済性や教育機能上

などの観点から総合的に判断する

判断

コンクリート圧縮強度
13.5N/mm2以下

ＲＣ
造

「改築」判定建物には、

耐力度調査を実施して

改築事業の補助対象

になるかどうかを判断

する。

耐力度調査に準じて各

教育委員会で調査項

目・評価指標を設定し

判断する。

「要調査」
建物

ＹＥＳ

概ね40年以上で
腐食や劣化の進行が

著しいもの

Ｓ造
Ｗ造
等

ＹＥＳ

ＮＯ

ＲＣ造以外は、目視状

況により、長寿命化改

修に適さないと考えら

れる場合は、試算上の

区分を「改築」や「要調

査」と記入（選択）する。

ＲＣ造でコンクリート圧

縮強度が13.5N/mm2以

下の場合は、「要調査」

を自動で表示し、「改

築」として試算する。

新耐震基準

*1

*1
例えば、時を重ねて活用され続けた木造建物等は、それ自体が文化財的価値を有することも多く、
改築に際しては、こうした観点からの検討も別途行う必要がある。
。

出典：学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書 p.21

出典：学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書 ｐ21 
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ア 既存の耐震診断報告書のデータによる評価 

耐震診断時のコンクリート圧縮強度データを調査したところ、13.5N/ｍ㎡以下だった建物の棟

は下表のとおりです。 

なお、本市の学校施設は、平成 20（2008）年度までに、耐震診断に基づき必要な耐震補強を

実施済みであるため、耐震安全性が確保されています。また、各種の定期点検により安全確保に努

めており、当面の使用において問題はありません。 

しかし、これらの棟は、長寿命化を行い長期に使用していくためには、構造躯体の補修に大きな

コストがかかる懸念があるため、長寿命化だけではなく建替えも含めて総合的に判断する必要があ

ります。 

 

イ 今後必要となる調査、判断等 

長寿命化改修や建替えの最終的な判断は、工事実施前の段階で、耐力度調査に準じた構造躯体の

詳細な調査を行い、さらに、経済性や教育機能上などの観点から総合的に判断します。 

 

 

 

表 長寿命化に適さない可能性のある棟 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※棟番号は文部科学省『学校施設台帳』準拠 

        ※コンクリート圧縮強度は、耐震診断時に複数個所を調査した数値のうち最低値

を採用 

         

 

 

 

 

小金井第一小学校 校舎2 15-2 1,192 1971 12.8

1-1 1,928 1971 10.3

1-3 1,026 1971 12.6

1-4 989 1972 13.2

25 267 1971 10.2

小金井第三小学校 校舎2 10-2 741 1967 11.7

前原小学校 校舎1 1-1 1,387 1962 13.5

5-1 657 1959 8.9

5-2 1,618 1962 9.6

16-1 1,963 1972 11.3

16-2 2,113 1972 8.4

東中学校 校舎1 1-1 513 1965 13.4

コンクリート

圧縮強度
（N/㎟）

校名 棟名 棟番号
延床面積

（㎡）
築年

小金井第二中学校

校舎1

校舎1

校舎2・校舎3小金井第二小学校

小金井第一中学校
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図 長寿命化に適さない可能性のある建物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

⑯-1棟⑯-2棟

小金井第二中学校 

⑮-2棟

小金井第一小学校 

①-3棟①-4棟 ①-1棟

㉕
棟

小金井第二小学校 

⑩-2棟

小金井第三小学校 

①-1棟

前原小学校 

⑤-1棟⑤-2棟

小金井第一中学校 

①-1棟

東中学校 

棟番号 ：構造躯体のコンクリート圧縮強度が
13.5Ｎ/㎟以下の棟
（棟番号は文部科学省『学校施設台帳』準拠）

：構造躯体のコンクリート圧縮強度が
13.5Ｎ/㎟以下の棟を含む建物

凡例
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（３）構造躯体以外の劣化状況 

文部科学省の「学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書」に従って建物の屋根・屋上、外壁、

内部仕上、電気設備、機械設備の各部位について現地確認を行い、各部位の劣化状況を評価付けし

ました。 

屋根・屋上、外壁、設備等の部位は、構造躯体よりも耐用年数が短いため、ライフサイクルの中

で何度か更新する必要があります。また、部位別の評価結果を、健全度として点数化し、修繕・改

修の優先順位を公平に判断するための指標とします。 

 

ア 評価基準 

 評価基準はＡ～Ｄの 4段階とします。  

屋根・屋上、外壁については、改修後 10年以内のものや汚れている程度であり、概ね良好なも

のをA、部分的な損傷や経年による劣化があるものを B、広範囲に損傷や内部に複数の雨漏り痕が

あるものを C、早急に対応する必要があるものをDとして 4段階による評価を行います。 

 内部仕上、電気設備、機械設備については、経過年数が 20年未満のものをA、20～40年未満

のものを B、40年以上のものを C、経過年数に関わらず著しい劣化の事象がある場合を Dとして

4段階の評価を行います。 

 

 

図 目視による評価劣化状況評価基準         図 経過年数による評価  

【屋根・屋上、外壁】                  【内部仕上、電気設備、機械設備】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ａ 概ね良好

Ｂ 部分的に劣化（安全上、機能上、問題なし）

Ｃ 広範囲に劣化（安全上、機能上、不具合発生の兆し）

Ｄ

早急に対応する必要がある

（安全上、機能上、問題あり）

（躯体の耐久性に影響を与えている）

（設備が故障し施設運営に支障を与えている）等

良好

劣化

評価 基準

20年未満

20～40年

40年以上

基準

Ａ

Ｂ

Ｃ

評価

経過年数に関わ
らず著しい劣化
事象がある場合

Ｄ

良好

劣化
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イ 健全度 

健全度とは、各建物の５つの部位について劣化状況を４段階で評価し、100点満点で数値化し

た評価指標で、数値が小さいほど劣化が進んでいることを示しています。 

①部位の評価点と②部位のコスト配分を下表のように定め、③健全度を 100点満点で算定しま

す。なお、②部位のコスト配分は、文部科学省の「長寿命化改良事業」の校舎の改修比率算定表

を参考に、同算定表における「長寿命化」の７％分を、屋根・屋上、外壁に按分して設定してい

ます。 

 

 

図 健全度の算定例 

 

  

②部位のコスト配分

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

100

75

40

評価点

10

①部位の評価点

部位 コスト配分

１ 屋根・屋上

２ 外壁

３ 内部仕上

5.1
17.2
22.4

４ 電気設備

５ 機械設備
8.0
7.3

③健全度

総和(部位の評価点×部位のコスト配分)

※100点満点にするためにコスト配分の合計値で割っている。

※健全度は、数値が小さいほど劣化が進んでいる ことを示す。

60計

60÷

（下図「劣化状況調査票」記入例における健全度計算例）

１ 屋根・屋上

２ 外壁

３ 内部仕上

４ 電気設備

５ 機械設備

評価

Ｃ
Ｄ
Ｂ
Ａ
Ｃ

評価点

40
10
75
100
40

×
×
×
×
×

配分

5.1
17.2
22.4
8.0
7.3

＝
＝
＝
＝
＝

204
172

1,680
800
292

計 3,148

÷ 60

52健全度

→
→
→
→
→
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劣化状況調査票 

 

  

年度）

㎡ 地上 階 地下 階

1 屋根 □ アスファルト保護防水 □ 降雨時に雨漏りがある

屋上 □ アスファルト露出防水 □ 天井等に雨漏り痕がある

□ シート防水、塗膜防水 □ 防水層に膨れ・破れ等がある

□ 勾配屋根（長尺金属板、折板） □ 屋根葺材に錆・損傷がある

□ 勾配屋根（スレート、瓦類） □ 笠木・立上り等に損傷がある

□ その他の屋根 （ ） □ 樋やﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝを目視点検できない

□ 既存点検等で指摘がある

2 外壁 □ 塗仕上げ □ 鉄筋が見えているところがある

□ タイル張り、石張り □ 外壁から漏水がある

□ 金属系パネル □ 塗装の剥がれ

□ コンクリート系パネル（ＡＬＣ等） □ タイルや石が剥がれている

□ その他の外壁 （ ） □ 大きな亀裂がある

□ アルミ製サッシ □ 窓・ドアの廻りで漏水がある

□ 鋼製サッシ □ 窓・ドアに錆・腐食・変形がある

□ 断熱サッシ、省エネガラス □ 外部手すり等の錆・腐朽

□ 既存点検等で指摘がある

3 内部仕上 □ 老朽改修

（床・壁・天井） □ エコ改修

（内部建具） □ トイレ改修

（間仕切等） □ 法令適合

（照明器具） □ 校内ＬＡＮ

（エアコン）等 □ 空調設置

□ 障害児等対策

□ 防犯対策

□ 構造体の耐震対策

□ 非構造部材の耐震対策

□ その他、内部改修工事

４ 電気設備 □ 分電盤改修

□ 配線等の敷設工事

□ 昇降設備保守点検

□ その他、電気設備改修工事

５ 機械設備 □ 給水配管改修

□ 排水配管改修

□ 消防設備の点検

□ その他、機械設備改修工事

特記事項（改修工事内容や12条点検、消防点検など、各種点検等による指摘事項が有れば、該当部位と指摘内容を記載）

健全度

0

部位 修繕・点検項目 改修・点検年度 特記事項（改修内容及び点検等による指摘事項） 評価

特記事項 評価
年度 工事内容 箇所数

構造種別 延床面積 階数

部位
仕様

（該当する項目にチェック）

工事履歴（部位の更新） 劣化状況
（複数回答可）

棟番号 建築年度 明治33 年度（

調査日

建物名 記入者

通し番号

学校名 学校番号

100点
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ウ 劣化状況の概要 

校舎では、建築後３０年以上でかつ未改修であることから老朽化が進行している棟が多く、改修

が必要です。長寿命化の際には内部も含めた改修を行い、古い仕様・設備の更新や間仕切りなども

含めた学習環境の変化への対応が必要となります。しかし、残りの使用年数によっては大規模な改

修に利点がないことも考えられるため、建替えとの整備費用の比較により今後の方向性を判断する

必要があります。 

体育館なども同様に、経年の劣化対応、古い設備の更新が必要となります。 

屋根・屋上は平成 9（1997）年から平成 20（2008）年にかけて実施した耐震改修やその後

に一部の学校で屋上改修を実施したため、旧耐震の棟で良好な棟も多い状況ですが、それでも全体

の約 60％が劣化しています。これは過去の改修時に使用した耐用年数が比較的短いシート防水や

塗膜防水が使用されている部位において、耐用年数に応じた更新が実施されなかったことが要因と

して考えられます。 

なお、長寿命化改修や建替えを実施する際には、屋上の断熱化も検討して熱効率が高い建物とし、

光熱費等のランニングコストを抑える工夫も必要となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本町小学校 校舎（①-1棟） D評価
シートが破断してめくれており、
12条点検で指摘されている。

小金井第二小学校 校舎（①-1棟） D評価
防水層の剥がれ等があり、雨漏りが

内部にも影響を及ぼしている。

南小学校 体育館、校舎（⑧-1、⑧-2棟） C評価
金属屋根の体育館。

屋根葺材に損傷がある。

前原小学校 校舎（㉛棟） C評価
対象棟の中では最も新しい校舎だが、

笠木の損傷や防水層の剥がれが見られる。

シートが破断してめくれており、

12 条点検で指摘されている。 

防水層の剥がれ等があり、雨漏りが

内部にも影響を及ぼしている。 

対象棟の中では最も新しい校舎だが、 

笠木の損傷や防水層の剥がれが見られる。 
金属屋根の体育館。 

屋根葺材に損傷がある。 
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また、外壁は直近での改修履歴があまりない状態であるため、劣化が他の部位よりも進行してお

り、概ね良好といえる棟がなく、亀裂や露筋、外部手摺りの腐朽など、対応する必要がある棟が全

体の３割を占めています。 

内部仕上、電気設備、機械設備は部分的な改修はなされているものの、全体として経年による劣

化が見られる状態です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

小金井第一小学校 校舎（⑮-1棟） D評価
塗装が剥がれ、亀裂が複数見られる。

東中学校 校舎（②-1棟） D評価
外壁に浮きが見られる。また、この写真
には写っていないが、亀裂も複数ある。

緑中学校 校舎・体育館（⑮-1、⑮-2棟） D評価
軒裏。外壁が剥がれ、鉄筋が露出している。

南中学校 校舎（①-1棟） C評価
外階段の金属部に錆がある。脆くなると、崩落し
て転落事故や落下事故に繋がる恐れがある。

塗装が剥がれ、亀裂が複数見られる。 外壁に浮きが見られる。また、この写真

には写っていないが、亀裂も複数ある。 

 

軒裏。外壁が剥がれ、鉄筋が露出している。 

 

外階段の金属部に錆がある。脆くなると、崩落し

て転落事故や落下事故に繋がる恐れがある。 
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建物情報一覧 

 

 

 

 

  

建 ○ ○ ○ ○ ○ ○

現在

経過年数

新築
：1972年～1981年築の棟

：1971年以前築の棟

築年数構造
RC ： 鉄筋コンクリート造

SRC ： 鉄骨鉄筋コンクリート造

S ： 鉄骨造

W ： 木造

他 ： その他（不明含む）

LS ： 軽量鉄骨造

CB ： コンクリートブロック造

耐震
旧 ： 旧耐震基準

新 ： 新耐震基準

済 ： 実施済み

- ： 不要

未 ： 未実施
圧縮強度

：13.5N/㎟以下

劣化状況

Ａ ：概ね良好

Ｂ ：部分的に劣化

Ｃ ：広範囲に劣化

Ｄ ：早急に対応する必要がある

- ：評価対象外（該当部位無し）

工事履歴

：内部の全面改修 屋 ：屋根・屋上改修

壁 ：外壁改修

空 ：空調改修 水 ：給排水改修

大

電 ：電気設備改修

昇 ：昇降機改修

：増築増

耐 ：耐震改修

ト ：トイレ改修

開 ：サッシ改修

外 ：外部改修

（屋根・屋上改修と外壁改修の両方を実施）

：設備改修
（電気設備・給排水・空調改修の

いずれか2つ以上を実施）

設

非 ：非構造部材耐震化

棟用途区分

校舎

体育館

給食棟

複合棟

建物基本情報 構造躯体の健全性 構造躯体以外の劣化状況

建築年度 耐震安全性 既存データ

こがねいだいいち 校舎1 3 RC 3 984 1959 昭和34 61 旧 済 済 H14 21.1 21.1 長寿命 B C C C C 43

小金井第一小学校 校舎2 15-1 RC 4 1,445 1971 昭和46 49 旧 済 済 H14 13.7 長寿命 C D C C C 31

校舎2 15-2 RC 4 1,192 1971 昭和46 49 旧 済 済 H14 12.8 要調査 C C C C C 40

校舎2 15-3 RC 4 1,551 1972 昭和47 48 旧 済 済 H14 17.1 長寿命 C C C C C 40
30-1 RC 4 1,314 1995 平成7 25 新 - - - - 長寿命 C D B B B 53
30-2 RC 4 348 1995 平成7 25 新 - - - - 長寿命 C D B B B 53

総延床面積 6,961 ㎡ 体育館・クラブハウス・プール附属室 30-3 RC 4 127 1995 平成7 25 新 - - - - 長寿命 C D B B B 53
こがねいだいに 校舎2・校舎3 1-1 RC 4 1,928 1971 昭和46 49 旧 済 済 H15 10.3 要調査 D C C C C 38

小金井第二小学校 校舎2・校舎3 1-3 RC 4 1,026 1971 昭和46 49 旧 済 済 H15 12.6 要調査 B C C C C 43

校舎2・校舎3 1-4 RC 4 989 1972 昭和47 48 旧 済 済 H15 13.2 要調査 B C C C C 43

校舎2・校舎3 25 RC 3 267 1971 昭和46 49 旧 済 済 H15 10.2 要調査 B B C C C 53

校舎4 24-1 RC 3 641 1964 昭和39 56 旧 済 済 H15 21.8 長寿命 C B C C C 50

校舎4 24-2 RC 3 41 1971 昭和46 49 旧 済 済 H15 21.8 長寿命 C B C C C 50

校舎（特殊学級）5 19 RC 2 398 1980 昭和55 40 旧 済 済 H15 31.1 31.1 長寿命 C C B B B 62

校舎1・体育館 26-1 RC 3 626 1975 昭和50 45 旧 済 済 H15 23.3 長寿命 D C C C C 38
総延床面積 6,968 ㎡ 校舎1・体育館 26-2 RC 3 1,052 1975 昭和50 45 旧 済 済 H15 19.7 長寿命 D C C C C 38
こがねいだいさん 校舎2 10-1 RC 3 606 1965 昭和40 55 旧 済 済 H18 19.6 長寿命 C C C C C 40

小金井第三小学校 校舎2 10-2 RC 3 741 1967 昭和42 53 旧 済 済 H18 11.7 要調査 C C C C C 40

校舎1 18-1 RC 4 1,478 1974 昭和49 46 旧 済 済 H18 16.7 長寿命 C C C C C 40

校舎1 18-2 RC 4 2,008 1976 昭和51 44 旧 済 済 H18 21.9 長寿命 C C C C C 40

校舎1 18-3 RC 4 1,740 1977 昭和52 43 旧 済 済 H18 21.0 長寿命 B C C C C 43
総延床面積 7,926 ㎡ 体育館 25 RC 2 1,353 1988 昭和63 32 新 - - - - - 長寿命 C D B B B 53
こがねいだいよん 校舎1 3-1 RC 3 1,034 1968 昭和43 52 旧 済 済 H16 15.3 長寿命 A C C C C 45

小金井第四小学校 校舎1 3-2 RC 3 620 1966 昭和41 54 旧 済 済 H16 24.4 長寿命 A C C C C 45

校舎2 26 RC 4 1,998 1977 昭和52 43 旧 済 済 H16 31.4 31.4 長寿命 B B C C C 53

校舎3 27 RC 4 2,274 1978 昭和53 42 旧 済 済 H16 31.1 31.1 長寿命 C B C C C 50

給食室 28 RC 1 224 1979 昭和54 41 旧 済 済 H16 51.9 51.9 長寿命 B B C C C 53
総延床面積 6,675 ㎡ 体育館 4-1 RC 1 485 1962 昭和37 58 旧 済 済 H16 14.7 14.7 長寿命 B B C C C 53
ひがし 校舎1 3-1 RC 3 619 1967 昭和42 53 旧 済 済 H19 19.1 長寿命 C B C C C 50

東小学校 校舎1 3-2 RC 3 809 1969 昭和44 51 旧 済 済 H19 14.0 長寿命 C B C C C 50

校舎1 3-3 RC 2 83 1974 昭和49 46 旧 済 済 H19 22.0 長寿命 C B C C C 50

校舎2 20-1 RC 4 3,446 1982 昭和57 38 新 - - - - - 長寿命 B B B B B 75

校舎3 30 RC 3 446 1982 昭和57 38 新 - - - - 長寿命 C B B B B 72

校舎 31 RC 2 290 1982 昭和57 38 新 - - - - 長寿命 C B B B B 72

校舎 32 RC 3 1,519 1983 昭和58 37 新 - - - - 長寿命 C C B B B 62

体育館 27-1 RC 2 1,036 1990 平成2 30 新 - - - - 長寿命 C D B B B 53
総延床面積 8,490 ㎡ 体育館 27-2 RC 2 242 1990 平成2 30 新 - - - - 長寿命 C D B B B 53
まえはら 校舎1 1-1 RC 3 1,387 1962 昭和37 58 旧 済 済 H14 13.5 要調査 C D C C C 31

前原小学校 校舎1 1-2 RC 3 640 1964 昭和39 56 旧 済 済 H14 20.3 長寿命 C D C C C 31

校舎3 24 RC 3 764 1979 昭和54 41 旧 済 済 H12 26.1 26.1 長寿命 D D C C C 29

校舎4 31 RC 3 841 2003 平成15 17 新 - - - - - 長寿命 C B A A A 88

校舎2・体育館 6-1 RC 2 550 1966 昭和41 54 旧 済 済 H14 24.5 長寿命 D D D C C 18
総延床面積 4,790 ㎡ 校舎2・体育館 6-2 RC 2 608 1966 昭和41 54 旧 済 済 H14 21.2 長寿命 D D D C C 18
ほんちょう 校舎1 1-1 RC 3 2,010 1965 昭和40 55 旧 済 済 H12 23.5 長寿命 D C C C C 38

本町小学校 校舎 1-2 RC 4 686 1966 昭和41 54 旧 済 済 H12 19.6 長寿命 B C C C C 43

校舎 1-4 RC 3 908 1969 昭和44 51 旧 済 済 H12 21.1 長寿命 D B D C C 36

校舎2・体育館 13-1 RC 2 568 1967 昭和42 53 旧 済 済 H12 24.5 長寿命 C D C C C 31
総延床面積 4,791 ㎡ 校舎2・体育館 13-2 RC 2 619 1967 昭和42 53 旧 済 済 H12 24.5 長寿命 C D C C C 31
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こがねいだいいち 校舎1 3 ○ ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○ 耐 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○非○○○○○◎◎

小金井第一小学校 校舎2 15-1 △ △△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○ ○ ○ ○○非○○○○○○○

校舎2 15-2 △ △△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○ ○ ○ ○○非○○○○○○○

校舎2 15-3 △ △△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○ ○ ○ ○○非○ ト ○○○○○
30-1 △ △△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○非○○○○○○○
30-2 △ △△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○○○○○○○○

総延床面積 6,961 ㎡ 体育館・クラブハウス・プール附属室 30-3 △ △△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○○○○○○○○
こがねいだいに 校舎2・校舎3 1-1 △ △△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 屋 ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○ ○ ○○非○○○○○○○

小金井第二小学校 校舎2・校舎3 1-3 △ △△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○ ○ ○○非○○○○○○○

校舎2・校舎3 1-4 △ △△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○ ○ ○○非 ト ○○○○○○

校舎2・校舎3 25 △ △△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○屋○○○○○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○ ○ ○○非○○○○○○○

校舎4 24-1 △ △△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○屋○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○ ○ ○○非○○○○○○○

校舎4 24-2 △ △△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○屋○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○ ○ ○○非○○○○○○○

校舎（特殊学級）5 19 △ △△△△△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○非○○○○○○○

校舎1・体育館 26-1 △ △△△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○外○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○ ○ ○ ○○非○○○○○○○
総延床面積 6,968 ㎡ 校舎1・体育館 26-2 △ △△△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○外○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○ ○ ○ ○○非○○○○○○○
こがねいだいさん 校舎2 10-1 △ △△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○ 屋○○非○○○○○○

小金井第三小学校 校舎2 10-2 △ △△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○ 屋○○非○○○○○○

校舎1 18-1 △ △△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○ ○○○非 ト ○○○○○

校舎1 18-2 △ △△△△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○ 屋○○非○○○○○○

校舎1 18-3 △ △△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○ ○○○非○○○○○○
総延床面積 7,926 ㎡ 体育館 25 △ △△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○非○○○○○○
こがねいだいよん 校舎1 3-1 △ △△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○大○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○ ○ ○○○○○○屋電○○

小金井第四小学校 校舎1 3-2 △ △△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○大○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○ ○ ○○○○○○屋○○○

校舎2 26 △ △△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○ ○ ○○○○○○○○○○

校舎3 27 △ △△△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○屋○○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○ ○ ○○○○ ト ○○○○○

給食室 28 △ △△△△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○ ○ ○○○○○○○○○○
総延床面積 6,675 ㎡ 体育館 4-1 △ 建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○ ○ ○○○○○○○非○○
ひがし 校舎1 3-1 △ △△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○○○○○○○非○○

東小学校 校舎1 3-2 △ △△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○○○○○○○非○○

校舎1 3-3 △ △△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○○○○○○○非○○

校舎2 20-1 △ △△△△△△△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○○○ ト ○○○非○○

校舎3 30 △ △△△△△△△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○○○○○○○非○○

校舎 31 △ △△△△△△△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○○○○○○○○○○

校舎 32 △ △△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○○○○○○○非○○

体育館 27-1 △ △△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○○○○○非○○
総延床面積 8,490 ㎡ 体育館 27-2 △ △△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○○○○○非○○
まえはら 校舎1 1-1 △ 建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 耐 ○ ○ ○ ○ 屋 ○ ○ ○ ○○非○○○○○○○

前原小学校 校舎1 1-2 △ △△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 耐 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 屋 ○ ○○非○○○○○○○

校舎3 24 △ △△△△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 耐 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○非 ト ○○○○○○

校舎4 31 △ △△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△ △ 建 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○○○○○○○○

校舎2・体育館 6-1 △ △△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 耐 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○非○○○○○○○
総延床面積 4,790 ㎡ 校舎2・体育館 6-2 △ △△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 耐 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○非○○○○○○○
ほんちょう 校舎1 1-1 △ △△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○外○○○○○○○○ ○ 耐 ○ ○ ○ 水 ○ ○ ○ ○○非○○○○○○○

本町小学校 校舎 1-2 △ △△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○外○○○○○○○○ ○ 耐 ○ ○ ○ 水 ○ ○ ○ ○○非○○○○○○○

校舎 1-4 △ △△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○外○○○○○○○○ ○ 耐 ○ ○ ○ 水 ○ ○ ○ ○○非○○ ト ○○○○

校舎2・体育館 13-1 △ △△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○ 耐 ○ ○ ○ 水 ○ ○ ○ ○○非○○○○○○○
総延床面積 4,791 ㎡ 校舎2・体育館 13-2 △ △△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○ 耐 ○ ○ ○ 水 ○ ○ ○ ○○非○○○○○○○
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1991
(H3)

～
1980
(S55)

1961
(S36)

40年前

建物名称

20年前 10年前

1981
(S56)

～～
1971
(S46)

1990
(H2)

60年前 50年前

体育館・クラブハウ
ス・プール附属室

校名

～
2000
(H12)

30年前

履歴

1970
(S45)

現在1971（Ｓ46）年

帯筋間隔改正

1981（Ｓ56）年

耐震基準改正

建 ○ ○ ○ ○ ○ ○

現在

経過年数

新築

工事履歴 凡例

：内部の全面改修 屋 ：屋根・屋上改修

壁 ：外壁改修

空 ：空調改修 水 ：給排水改修

大

電 ：電気設備改修

昇 ：昇降機改修

：増築増

耐 ：耐震改修

ト ：トイレ改修

開 ：サッシ改修

外 ：外部改修

（屋根・屋上改修と外壁改修の両方を実施）

：設備改修

（電気設備・給排水・空調改修の

いずれか2つ以上を実施）

設

非 ：非構造部材耐震化
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建 ○ ○ ○ ○ ○ ○

現在

経過年数

新築
：1972年～1981年築の棟

：1971年以前築の棟

築年数構造
RC ： 鉄筋コンクリート造

SRC ： 鉄骨鉄筋コンクリート造

S ： 鉄骨造

W ： 木造

他 ： その他（不明含む）

LS ： 軽量鉄骨造

CB ： コンクリートブロック造

耐震
旧 ： 旧耐震基準

新 ： 新耐震基準

済 ： 実施済み

- ： 不要

未 ： 未実施
圧縮強度

：13.5N/㎟以下

劣化状況

Ａ ：概ね良好

Ｂ ：部分的に劣化

Ｃ ：広範囲に劣化

Ｄ ：早急に対応する必要がある

- ：評価対象外（該当部位無し）

工事履歴

：内部の全面改修 屋 ：屋根・屋上改修

壁 ：外壁改修

空 ：空調改修 水 ：給排水改修

大

電 ：電気設備改修

昇 ：昇降機改修

：増築増

耐 ：耐震改修

ト ：トイレ改修

開 ：サッシ改修

外 ：外部改修

（屋根・屋上改修と外壁改修の両方を実施）

：設備改修
（電気設備・給排水・空調改修の

いずれか2つ以上を実施）

設

非 ：非構造部材耐震化

棟用途区分

校舎

体育館

給食棟

複合棟

建物基本情報 構造躯体の健全性 構造躯体以外の劣化状況

建築年度 耐震安全性 既存データ

みどり 校舎1 1-1 RC 4 1,951 1968 昭和43 52 旧 済 済 H15 16.2 長寿命 A B C C C 55

緑小学校 校舎1 1-2 RC 4 849 1969 昭和44 51 旧 済 済 H15 17.1 長寿命 A B C C C 55

校舎1 1-6 RC 4 687 1972 昭和47 48 旧 済 済 H15 19.5 長寿命 A B C C C 55

校舎3 23 RC 3 1,014 1978 昭和53 42 旧 済 済 H15 35.6 35.6 長寿命 D B C C C 48
校舎（給食室）1・給食室 1-3 RC 4 173 1969 昭和44 51 旧 済 済 H15 17.1 長寿命 C C C C C 40
校舎（給食室）1・給食室 19 S 1 70 1980 昭和55 40 旧 済 済 - - 長寿命 C C C C C 40

校舎2・体育館 3-1 RC 3 600 1970 昭和45 50 旧 済 済 H15 15.5 長寿命 B B D C C 42
総延床面積 6,070 ㎡ 校舎2・体育館 3-2 RC 3 726 1970 昭和45 50 旧 済 済 H15 15.5 長寿命 B B D C C 42
みなみ 校舎1 1-1 RC 4 3,856 1973 昭和48 47 旧 済 済 H19 14.2 長寿命 C C C C C 40

南小学校 校舎1 1-2 RC 3 1,197 1974 昭和49 46 旧 済 済 H19 18.1 長寿命 C B C C C 50

校舎1 1-3 RC 3 525 1980 昭和55 40 旧 済 済 H19 23.5 長寿命 C B B B B 72

体育館・校舎2 8-1 RC 2 675 1974 昭和49 46 旧 済 済 H19 19.0 長寿命 C B C C C 50
総延床面積 6,338 ㎡ 体育館・校舎2 8-2 RC 1 85 1974 昭和49 46 旧 済 済 H19 19.0 長寿命 C B C C C 50
こがねいだいいち 校舎1 5-1 RC 3 657 1959 昭和34 61 旧 済 済 H18 8.9 要調査 B B C C C 53

小金井第一中学校 校舎1 5-2 RC 3 1,618 1962 昭和37 58 旧 済 済 H18 9.6 要調査 B B C C C 53

校舎1 5-7 RC 3 33 1963 昭和38 57 旧 済 済 - - 要調査 B B C C C 53

校舎3・校舎4 37-1 RC 3 2,059 1978 昭和53 42 旧 済 済 H18 25.2 長寿命 C C D C C 29

校舎3・校舎4 37-2 RC 3 725 1979 昭和54 41 旧 済 済 H18 20.1 長寿命 C B C C C 50

校舎3・校舎4 38-1 RC 3 955 1979 昭和54 41 旧 済 済 H18 17.4 長寿命 C B C C C 50

校舎3・校舎4 38-2 RC 3 1,153 1980 昭和55 40 旧 済 済 H18 21.0 長寿命 C C B B B 62

体育館・校舎2 34-1 RC 2 1,824 1984 昭和59 36 新 - - - - 長寿命 C D B B B 53

体育館・校舎2 34-2 RC 2 507 1984 昭和59 36 新 - - - - 長寿命 C D B B B 53
総延床面積 9,958 ㎡ 給食室 5-3 RC 3 427 1974 昭和49 46 旧 済 済 H18 15.6 15.6 長寿命 B B C C C 53
こがねいだいに 校舎1 16-1 RC 4 1,963 1972 昭和47 48 旧 済 済 H8 11.3 要調査 A D C C C 37

小金井第二中学校 校舎1 16-2 RC 4 2,113 1972 昭和47 48 旧 済 済 H8 8.4 要調査 A D C C C 37

校舎1 16-3 RC 4 768 1974 昭和49 46 旧 済 済 H8 21.6 長寿命 A D C C C 37

校舎2 24 RC 3 1,738 1974 昭和49 46 旧 済 済 H8 18.0 18.0 長寿命 C D C C C 31

体育館・校舎3 23-1 RC 2 1,786 1986 昭和61 34 新 - - - - 長寿命 C D B B B 53
総延床面積 8,509 ㎡ 体育館・校舎3 23-2 RC 2 141 1986 昭和61 34 新 - - - - 長寿命 C D B B B 53
ひがし 校舎1 1-1 RC 3 2,035 1963 昭和38 57 旧 済 済 H19 21.0 長寿命 B C C C C 43

東中学校 校舎1 1-2 RC 3 513 1968 昭和43 52 旧 済 済 H19 13.4 要調査 B B C C C 53

校舎2 2-1 RC 1 572 1965 昭和40 55 旧 済 済 H18 35.6 35.6 長寿命 B D C C C 34

校舎3 23 RC 3 1,475 1983 昭和58 37 新 - - - - - 長寿命 B C B B B 65
体育館・プール附属室 21-1 RC 2 1,763 1991 平成3 29 新 - - - - 長寿命 C D B B B 53
体育館・プール附属室 21-2 RC 2 228 1991 平成3 29 新 - - - - 長寿命 C D B B B 53
体育館・プール附属室 21-3 RC 2 123 1991 平成3 29 新 - - - - 長寿命 C D B B B 53

給食室 1-3 RC 3 311 1971 昭和46 49 旧 済 済 H19 16.8 長寿命 B C C C C 43

給食室 1-4 S 1 5 1979 昭和54 41 旧 - - - - 長寿命 B C C C C 43
総延床面積 7,035 ㎡ 給食室 1-5 S 1 10 1981 昭和56 39 旧 - - - - 長寿命 B C C C C 43
みどり 校舎1 1-1 RC 3 2,238 1972 昭和47 48 旧 済 済 H11 19.4 長寿命 C D C C C 31

緑中学校 校舎1 1-2 RC 3 1,145 1973 昭和48 47 旧 済 済 H11 19.4 長寿命 C B C C C 50

校舎4 1-4 RC 3 543 1981 昭和56 39 旧 済 済 H11 19.4 19.4 長寿命 C C B B B 62

校舎2 13-1 RC 4 1,621 1972 昭和47 48 旧 済 済 H11 18.7 長寿命 C D C C C 31

校舎2 13-2 RC 4 900 1973 昭和48 47 旧 済 済 H11 18.7 長寿命 C C C C C 40

校舎3・体育館 15-1 RC 3 733 1973 昭和48 47 旧 済 済 H11 19.2 長寿命 B D C C C 34
総延床面積 7,974 ㎡ 校舎3・体育館 15-2 RC 3 794 1973 昭和48 47 旧 済 済 H11 19.2 長寿命 B D C C C 34
みなみ 校舎1 1-1 RC 4 2,212 1977 昭和52 43 旧 済 済 H17 23.9 長寿命 B C D C C 32

南中学校 校舎1 1-2 RC 4 1,366 1978 昭和53 42 旧 済 済 H17 23.9 長寿命 B B C C C 53

校舎2 6-1 RC 3 1,107 1977 昭和52 43 旧 済 済 H17 24.6 長寿命 B B C C C 53

校舎2 6-2 RC 3 1,283 1978 昭和53 42 旧 済 済 H17 24.6 長寿命 B B C C C 53

校舎3・体育館 8-1 RC 2 95 1978 昭和53 42 旧 済 済 H17 22.9 長寿命 B B C C C 53
総延床面積 7,081 ㎡ 校舎3・体育館 8-2 RC 2 1,018 1978 昭和53 42 旧 済 済 H17 22.9 長寿命 B B C C C 53
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みどり 校舎1 1-1 △ △△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○ ○ ○ ○○○○非○○屋○○

緑小学校 校舎1 1-2 △ △△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○ ○ ○ ○○非○ ト ○○屋○○

校舎1 1-6 △ △△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○ ○ ○ ○○非○○○○屋○○

校舎3 23 △ △△△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○屋○○○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○ ○ ○ ○○非○○○○○○○
校舎（給食室）1・給食室 1-3 △ △△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○ ○ ○ ○○非○○○○○○○
校舎（給食室）1・給食室 19 △ △△△△△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○ ○ ○ ○○非○○○○○○○

校舎2・体育館 3-1 △ △△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○ ○ ○ ○○非○○○○○○○
総延床面積 6,070 ㎡ 校舎2・体育館 3-2 △ △△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○ ○ ○ ○○非○○○○○○○
みなみ 校舎1 1-1 △ △△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○○○ ト 非○○○○○

南小学校 校舎1 1-2 △ △△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○○○○○○○非○○

校舎1 1-3 △ △△△△△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○○○○非○○○○○

体育館・校舎2 8-1 △ △△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○○○○○○○非○○
総延床面積 6,338 ㎡ 体育館・校舎2 8-2 △ △△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○○○○○○○非○○
こがねいだいいち 校舎1 5-1 ○ ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○大○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○ ○○○○非○○○◎◎

小金井第一中学校 校舎1 5-2 △ 建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○大○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○ ○○○○非○ ト ○○○

校舎1 5-7 △ △建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○大○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○ ○○○○非○○○○○

校舎3・校舎4 37-1 △ △△△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○○○○非○○○○○

校舎3・校舎4 37-2 △ △△△△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○○○○非○○○○○

校舎3・校舎4 38-1 △ △△△△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○○○○非○○○○○

校舎3・校舎4 38-2 △ △△△△△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○○○○非○○○○○

体育館・校舎2 34-1 △ △△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○○○○非○○○

体育館・校舎2 34-2 △ △△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○○○○非○○○
総延床面積 9,958 ㎡ 給食室 5-3 △ △△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○ ○○非○○○○○○○
こがねいだいに 校舎1 16-1 △ △△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○耐○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○○○○非○屋○

小金井第二中学校 校舎1 16-2 △ △△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○耐○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○○○○非 ト 屋○

校舎1 16-3 △ △△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○耐○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○○○○非○屋○

校舎2 24 △ △△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○耐○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○○○○非○○○

体育館・校舎3 23-1 △ △△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○○○○非○屋○
総延床面積 8,509 ㎡ 体育館・校舎3 23-2 △ △△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○○○○非○屋○
ひがし 校舎1 1-1 △ △建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○○○○○非○○○○

東中学校 校舎1 1-2 △ △△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○○○○○非○○○○

校舎2 2-1 △ △△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○屋○○○○○○○○○ 壁 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○○○非○○○○

校舎3 23 △ △△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○○○○○○非○○○
体育館・プール附属室 21-1 △ △△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○○○○非○○○
体育館・プール附属室 21-2 △ △△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○○○○非○○○
体育館・プール附属室 21-3 △ △△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○○○○非○○○

給食室 1-3 △ △△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○○○○○非○○○○

給食室 1-4 △ △△△△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○○○○○非○○○○
総延床面積 7,035 ㎡ 給食室 1-5 △ △△△△△△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○○○○○非○○○○
みどり 校舎1 1-1 △ △△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○耐 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○○○○○非○○

緑中学校 校舎1 1-2 △ △△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 耐 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○○○○○○○○

校舎4 1-4 △ △△△△△△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 耐 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○○○○○○○○

校舎2 13-1 △ △△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○耐○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○○○○○非○○

校舎2 13-2 △ △△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○耐○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○○○○○非○○

校舎3・体育館 15-1 △ △△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○耐○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○○○○○非○○
総延床面積 7,974 ㎡ 校舎3・体育館 15-2 △ △△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○耐○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○○○○○非○○
みなみ 校舎1 1-1 △ △△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○ ○○○○○○○非○○

南中学校 校舎1 1-2 △ △△△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○ ○○○○○○○非○○

校舎2 6-1 △ △△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○ ○○○○○○○非○○

校舎2 6-2 △ △△△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○ ○○○○○○○非○○

校舎3・体育館 8-1 △ △△△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○ ○○○○○○○非○○
総延床面積 7,081 ㎡ 校舎3・体育館 8-2 △ △△△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○ ○○○○○○○非○○

学
校
施
設
台
帳
番
号

1991
(H3)

～
1980
(S55)

1961
(S36)

40年前

建物名称

20年前 10年前

1981
(S56)

～～
1971
(S46)

1990
(H2)

60年前 50年前

校名

～
2000
(H12)

30年前

履歴

1970
(S45)

現在1971（Ｓ46）年

帯筋間隔改正

1981（Ｓ56）年

耐震基準改正

建 ○ ○ ○ ○ ○ ○

現在

経過年数

新築

工事履歴 凡例

：内部の全面改修 屋 ：屋根・屋上改修

壁 ：外壁改修

空 ：空調改修 水 ：給排水改修

大

電 ：電気設備改修

昇 ：昇降機改修

：増築増

耐 ：耐震改修

ト ：トイレ改修

開 ：サッシ改修

外 ：外部改修

（屋根・屋上改修と外壁改修の両方を実施）

：設備改修

（電気設備・給排水・空調改修の

いずれか2つ以上を実施）

設

非 ：非構造部材耐震化
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６ 今後の維持・更新コストの試算 

現状を踏まえ、今後の維持・更新コストを 3案試算しました。 

（１）最小限の機能回復型 

＜試算条件＞ 

構造躯体のコンクリート圧縮強度が 13.5Ｎ/ｍ㎡以下で長寿命化に適さないとされている建物

は建築後 60年を目安として直近 10年以内に建替え着手、建築基準法で帯筋間隔が改正される前

の昭和 46（1971）年以前に建てられた建物は築 70 年目で建替え、残りの建物は 80 年建替え

として試算したものです。昭和 47（1972）～昭和 56（1981）年のいわゆる旧耐震基準で建て

られた建物に関しては直近 10年以内、新耐震基準で建てられた建物はそれ以降で改修を実施しま

すが、それらの改修は必要最小限の老朽化対応（Ｃ・Ｄ評価の部位修繕）のみとして試算します。

また、児童生徒増加対応としての増床分も見込むものとします。 

＜試算結果＞ 

コストは抑えられますが、老朽化した部位の機能回復しか行わないため、時代に合わせた学校施

設としての機能向上は建替え時期を迎えるまで全くできないこととなります。しかし、劣化してい

る部位が多いため、直近の 10年間で建替える棟以外の最小限の機能回復のみで 19億円かかる試

算となります。 

エレベーターの設置などのバリアフリー設備の整備やトイレのドライ化、校舎の安全性向上など

の時代に合わせた学校施設として整備するための工事は建替えまでは一切行うことができないた

め、最終的に全ての棟が同等の機能水準になるのは 61年後となり、現実的ではありません。 

図 最小限の機能回復型の試算結果 
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過去11年間
2.6億円/年

現在
20年間総額

202億円
（10.1億円/年）

30年間総額
241億円

（8.0億円/年）

10年間総額
107億円

（10.7億円/年）

Ｃ・Ｄ評価の部位修繕
10年平均1.9億円

8.0億円/年

C・D評価
の部位修繕

建替え 中規模改修空調リース料
8,300万円/年

芝生修繕費
1,600万円/年

維持修繕費
4,400万円/年

建替えるまでは
機能向上できない

A・B評価の部位修繕
+建替えた棟の20年目改修

工事種別 建替え 大規模改修 中規模改修 C・D評価の部位修繕

設計及び
工事期間

3年 - - 1～2年

実施
サイクル

築60～80年目 直近10年以内

単価 37万円/㎡ 建替え単価に対する割合を使用

※　単価は設計料及び工事監理料を含むが、仮設建物の費用は含まない。全て消費税込み。
※　令和3（2021）年は予算額、令和4（2022）年以降が試算による金額。また、平均は令和4（2022）年を1年目として算出。
※　維持修繕費4,400万円/年、空調リース料8,300万円/年、芝生修繕費1,600万円/年を別途加算する。
※　小金井第一小学校・小金井第三小学校・小金井第四小学校では直近の改修時に児童数増加対応として700㎡増床を見込む。
※　改修が重なる場合は2年程度を限度として年数を遅らせたり、年数を合わせている場合がある。
※　コストは設計及び工事期間で均等に配分している。

実施せず、代わりにC・D評価の部位修繕を実施。
その次の改修ではA・B評価の部位がC・D評価になっていると見
込んで当該部位の修繕を行う。

-
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（２）機能回復を含む長寿命化と建替えの併用型 

＜試算条件＞ 

（1）と同じく構造躯体のコンクリート圧縮強度が 13.5Ｎ/ｍ㎡以下で長寿命化に適さないとさ

れている建物は建築後 60年を目安として直近 10年以内に建替え着手、建築基準法で帯筋間隔が

改正される前の昭和 46（1971）年以前に建てられた建物は築 70 年目で建替え、残りの建物は

80年建替えとして試算したものです。（1）で実施していた必要最小限の老朽化対応（Ｃ・Ｄ評価

の部位修繕）の代わりに長寿命化改修を実施し、屋上の断熱化、設備更新、トイレのドライ化、Ｉ

ＣＴ教育をより発展させるための遠隔授業用スクリーンや少人数学習用の間仕切りの整備、バリア

フリー化等の機能向上を実施します。 

 

＜試算結果＞ 

（1）よりもコストがかかるものの、時代に合わせた学校施設として整備するための工事が十分

に可能です。長寿命化改修と建替えを併用することによって、22 年間で全ての棟の機能向上がで

きます。 

なお、計画期間を過ぎた令和 34（2052）年以降は長寿命化した棟の建替え周期に突入します

が、その時点で構造躯体の健全性や劣化状況を踏まえて更なる長寿命化を実施することで、建替え

時期を後ろ倒しして、更にコストを抑えることができる可能性があります。 

 

 

 

図 機能回復を含む長寿命化型の試算結果 
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過去11年間
2.6億円/年

現在
20年間総額

295億円
（14.7億円/年）

30年間総額
347億円

（11.6億円/年）

10年間総額
175億円

（17.5億円/年）

11.6億円/年

長寿命化改修C・D評価
の部位修繕

建替え 中規模改修空調リース料
8,300万円/年

維持修繕費
4,400万円/年

芝生修繕費
1,600万円/年

工事種別 建替え 大規模改修 中規模改修 C・Ｄ評価の部位修繕

設計及び
工事期間

3年 2年 1年 1年

サイクル 築60～80年目 築40～50年目 大規模改修の20年後
10年以内に改修がない場合、令和4
（2022）・令和5（2023）年を目途に実施

単価 37万円/㎡ 20万円/㎡ 8万円/㎡ 建替え単価に対する割合を使用

※　単価は設計料及び工事監理料を含むが、仮設建物の費用は含まない。全て消費税込み。
※　令和3（2021）年は予算額、令和4（2022）年以降が試算による金額。また、平均は令和4（2022）年を1年目として算出。
※　維持修繕費4,400万円/年、空調リース料8,300万円/年、芝生修繕費1,600万円/年を別途加算する。
※　小金井第一小学校・小金井第三小学校・小金井第四小学校では直近の改修時に児童数増加対応として700㎡増床を見込む。
※　改修が重なる場合は2年程度を限度として年数を遅らせたり、年数を合わせている場合がある。
※　コストは設計及び工事期間で均等に配分している。
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（３）建替え型 

＜試算条件＞ 

20 年おきに機能回復改修に相当する中規模改修を実施し、建築から 60 年目で建替えとして試

算したものです。 

 

＜試算結果＞ 

（２）と比較すると、直近 10年間にかかるコストこそ抑えられますが、新築から建替え時期に

到達するまでの年数が短いため、累積コストは（２）よりも高くなり、最終的には大幅に上回りま

す。 

また、築 30 年以上の棟が 9 割、しかも 1970年代に建てられた棟が半数と整備時期に偏りが

みられることから、建替え周期に到達する時期も重なりやすく、コストが多い年と少ない年の差も

大きくなります。 

なお、全ての棟が同等の機能水準となるのは 30年後です。 

 

 

 

 

 

 

 

図 建替え型の試算結果 
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過去11年間
2.6億円/年

現在

20年間総額
369億円

（18.5億円/年）

30年間総額
468億円

（15.6億円/年）

10年間総額
149億円

（14.9億円/年）

15.6億円/年

C・D評価
の部位修繕

建替え 中規模改修空調リース料
8,300万円/年

芝生修繕費
1,600万円/年

維持修繕費
4,400万円/年

工事種別 建替え 大規模改修 中規模改修 C・Ｄ評価の部位修繕

設計及び
工事期間

3年 - 1年 1年

サイクル 築60年目 実施しない 築20目・築40年目
10年以内に改修がない場合、2022・2023
年を目途に実施

単価 37万円/㎡ - 8万円/㎡ 建替え単価に対する割合を使用

※　単価は設計料及び工事監理料を含むが、仮設建物の費用は含まない。全て消費税込み。
※　令和3（2021）年は予算額、令和4（2022）年以降が試算による金額。また、平均は令和4（2022）年を1年目として算出。
※　維持修繕費4,400万円/年、空調リース料8,300万円/年、芝生修繕費1,600万円/年を別途加算する。
※　小金井第一小学校・小金井第三小学校・小金井第四小学校では直近の改修時に児童数増加対応として700㎡増床を見込む。
※　改修が重なる場合は2年程度を限度として年数を遅らせたり、年数を合わせている場合がある。
※　コストは設計及び工事期間で均等に配分している。



27 

以上より、本市では長寿命化改修を実施することで、機能向上と老朽化対応を両立させることが

でき、平準化もある程度可能である（２）機能回復を含む長寿命化と建替えの併用型を軸として建

物の整備を進め、建替えまたは長寿命化改修によって、全施設の老朽化の解消、児童生徒数の変化、

ＩＣＴ等の教育・学習環境の向上に対応します。 

表 維持・コスト試算 3案の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校施設の実態と課題を総括すると、以下のとおりです。 

実態 課題 

① 築年別整備

状況 

 

• 建物の約9割が建築後30年

以上経過。 

• 過去の整備時期が集中していることから今

後、一斉に建替えまたは長寿命化改修の時期

を迎えるための対応が必要。 

② 学校施設関

連経費 

 

• 11 年間合計で 28.5 億（年

平均 2.6 億円）。 

• 耐震改修終了後は、部分的な改修は行ってき

たものの、全体としては全校とも老朽化が進

行している。 

③ 構造躯体の

健全性 

 

• 長寿命化に適さない可能性が

あるコンクリート圧縮強度が

13.5N/ｍ㎡以下の棟が 7 棟

ある。 

• これらの棟は構造躯体の補修に多額のコス

トがかかる懸念があり、建替えを含めた総合

的な検討が必要。 

④ 躯体以外の

劣化状況 

 

• 建築後 30 年以上、かつ未改

修である建物が多く、老朽化

が進行。 

• 劣化した部位を機能回復するための改修が

必要。 

⑤ 維持・更新コ

スト 

• 30 年間で 347 億（年平均

11.6 億円/年）かかる。 

• これまでの学校施設関連経費

とかい離が生じている。 

• 老朽化している建物が多く、対応すべきこと

が多いため今後は多額のコストがかかるこ

とが見込まれる。 

• ソフト面の状況も合わせ、総合的な優先順位

を検討し、平準化を検討する必要がある。 

 

 

  

試算タイプ 10年間 20年間 30年間 備考

最小限の機能回復型
107億円

（10.7億円/年）
202億円

（10.1億円/年）
241億円

（8.0億円/年）
コストは抑えられるが、
機能向上は図れない

機能回復を含む長寿命
化と建替えの併用型

175億円
（17.5億円/年）

295億円
（14.7億円/年）

347億円
（11.6億円/年）

時代に合わせた機能向
上ができる

建替え型
149億円

（14.9億円/年）
369億円

（18.5億円/年）
468億円

（15.6億円/年）
累積コストが高くなり、
整備時期も重なる

建替えまたは長寿命化改修によって、全施設の老朽化の解消、児童生徒数の変化、
ＩＣＴ等の教育・学習環境の向上に対応する。

全施設の老朽化解消・時代に合わせた学校施設としての整備など、実施すべき内容が

多い一方で、これまでの学校施設関連経費とかい離がある実態となっている。 

過去の整備時期が集中していることや全体的に老朽化が進行していることなどから、

平準化は難しい状況ではあるが、改修サイクルの変更や優先順位付けによって、可能な

限りの平準化を目指す。 
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第３章 学校施設整備方針 

１ 学校施設の目指すべき姿 

学校施設は、子どもたちが幅広い知識と教養を身に付け、道徳心にあふれ、健康で人間性豊かに

成長できる場としていくことが必要です。 

また、児童生徒の生活の場であることから施設の「安全性」や「トイレなどの生活環境」の機能

向上が求められているとともに、地域コミュニティの中核施設として、災害時の避難所としての役

割など、さまざまな機能強化が求められています。 

これらを踏まえ、次のような４つの視点から、学校施設のあるべき姿の実現を目指していきます。 

 

（１）児童生徒の学習環境の向上、学校教育の質的向上 

学校教育の質的向上を図るため、施設・設備及び教育機器等の教材・教具、図書等を充実させる

とともに、有効活用を図る必要があります。保護者に対する学校施設の目指すべき姿に関するアン

ケート結果でも「学習環境」「ICT教育」等、学習環境向上を望む回答が多く、さらに、一人一人

の習熟度に応じた学習支援や補充指導のさらなる推進も求められていることから、特に、ICT環境

については、児童生徒用情報端末の台数・機器を更新し、児童生徒の学習環境の向上及び情報化へ

の対応を推進します。 

 

（２）防災拠点としての機能をあわせもった施設 

保護者に対するアンケート結果においても、学校は地域の拠点として、小学校では「子どもたち

の放課後の居場所・活動場所」、中学校では「地域防災の拠点」としての役割が期待されています。

子どもたちの安全・安心な学校生活のため、必要な改修及び修繕を行いながら施設を維持するとと

もに、地域の防災拠点の機能をあわせもつ学校施設として充実を図ります。 

 

（３）バリアフリーなどインクルーシブ教育への対応 

学校施設には、特別な教育的ニーズがある児童生徒を支援する教育環境も一層充実させる必要が

あります。障害のある児童生徒及び教職員などが安全かつ円滑に学校生活が送れるように整備する

ことが重要です。バリアフリー化にあたっては、施設の運営、管理及び人的支援などのサポート体

制との連携を考慮します。 

 

（４）学校地域連携の推進 

本市では、小金井市公立学校運営連絡会及び学校運営協議会による保護者や地域住民の参画や積

極的な授業公開の実施等、社会に開かれた教育課程の推進に努めていますが、今後ますます家庭・

地域との連携や協力が必要となります。 

本市の特長である地域の高い教育力や複数の大学等が近隣に設置されているなどの恵まれた教

育環境を生かし、これまで以上に文化・教育及び学術の振興・発展等を図るため、学校地域連携を

推進するとともに、保護者や地域住民と目指すべき学校の姿を共有し、理解と協力を得ながら、連

携、協働が可能な学校施設を整備します。 
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２ 学校施設整備方針 

学校施設整備において、学校施設の目指すべき姿を実現しつつ、恒久的に全ての児童生徒に良好

な学校環境を提供することが重要となります。そこで、次の４つの方針に基づき、取り組みを推進

します。 

 

（１）長寿命化改修／建替えの併用による効率的な施設整備 

本市の学校施設は、整備時期が集中しているため、一斉に建替え時期を迎えます。限られた財政

状況で、効率的に施設整備を実施するため、長寿命化改修工事を実施し、建物の目標使用年数をこ

れまでの 60年から 80年とします。 

築年数や構造躯体の健全性、構造躯体以外の劣化状況から、長寿命化改修だけでなく建替えを含

めながら整備方式を設定し、優先順位をつけて効率的・効果的に実施します。また、優先順位の設

定に当たっては、今後の児童生徒数の動向を踏まえて決定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 長寿命化型のイメージ 

年
20

8040 60竣工

経年による機能・性能の劣化 解体・建替え

建
物
の
水
準

参考：工事内容

解体・建替え

躯体の健全性が確
認できればさらに
長期に活用できる

長寿命化改修
（機能向上）

中規模改修
（機能回復）

中規模改修
（機能回復）

築40年目
長寿命化改修（大規模改修）
（機能回復＋機能向上）

• 開口部改修（サッシ交換）
• 内部改修（床・壁・天井・家具等下地共）
• 電気設備 (配線・配管類含む更新)
• 給排水設備 (配線・配管類含む更新) 等

• 躯体補修(中性化対策、鉄筋腐食対策等)

• 防水改修
• 外壁改修
• 電気設備機器交換
• 給排水設備機器交換
• 空調機器交換

機
能
回
復

• 用途変更・新たな諸室の整備
• 機能向上に伴う設備システム変更・機器交換
（配管・配線類含む）

• バリアフリー改修
• 防災・防犯改修
• 断熱化・省エネ化・高耐久改修

機
能
向
上

向上

劣化

• 防水改修
• 外壁改修
• 外部開口部調整
• 内部仕上補修
• 電気設備機器交換
• 給排水設備機器交換
• 空調機器交換 等

築20年目
中規模改修
（機能回復）

機
能
回
復

• 防水改修
• 外壁改修
• 外部開口部調整
• 内部仕上補修
• 電気設備機器交換
• 給排水設備機器交換
• 空調機器交換 等

機
能
回
復

築60年目
中規模改修
（機能回復）

躯体の
健全性調査
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（２）教育環境の充実と防災機能の強化 

建替えや長寿命化改修時には、ＩＣＴを活用した教育に対応可能な普通教室や、エレベーターや

入口へのスロープの設置、バリアフリー化によるインクルーシブ教育への対応などを実施します。

加えて、新型コロナウイルス感染症に対応した「学校の新しい生活様式」の適用なども必要となる

ことから、新たな整備水準を設定し、教育環境・生活環境の向上を目指します。 

また、本市では全ての学校施設が一時避難場所及び避難所に指定されており、災害時には老若男

女問わずさまざまな人が施設を利用することになります。そのため、部材の落下防止やガス・水道・

電気の設備配管等の安全対策による防災性・安全性の向上を実施するとともに、障がい者や高齢者、

外国人などにも十分に対応できる設備を整えます。 

 

（３）変化等への柔軟な対応による継続的な計画の見直し 

本市は市内で大型マンション開発が行われており、児童数は今後も大きな変化が予測されます。

また、新学習指導要領への対応に加え、新型コロナウイルス感染症に対応した国の方針も変動する

ことが考えられます。そうした状況を踏まえ、児童生徒数の予測など地域の変化を継続的に捉え、

増加予測校については、余裕教室の普通教室への転用や増築による教室不足の対応、減少予測校に

ついては、多目的室の設置や余裕教室の他用途への転用または減築など、さまざまな方策を実施し

ます。 

変化を的確に捉え、実情に応じた整備を実施するためにも、劣化状況や児童生徒数・学級数の動

向は、定期的に見直しを行い、常に計画の見直しへ反映できる仕組みを整えます。 

 

（４）学校施設の有効活用 

過去、高度経済成長期の児童生徒数の増加にあわせて整備された学校では、現在は普通教室を他

の目的で活用するなど、余裕教室を保有している学校もあるものの、本市においては、今後も児童

生徒数の増加が見込まれ大きく減少することはなく、令和 32（2050）年においても現在とほぼ

変わらない予測となっております。 

今後は校舎の建替えや長寿命化改修時などの施設の大幅な更新時には、子育て支援機能や地域機

能など他施設との複合化・多機能化について、児童生徒数の動向などを踏まえながら慎重に検討し

ます。 

また、本市では敷地面積が限られており、増加予測への対応が難しい学校も存在します。一方、

本市の学校プールは屋外の平置きのプールが多く、利用期間が限定的にも関わらず老朽化対応や維

持・更新費への対応等の課題を抱えています。それらの対応も将来的には複合化・多機能化とあわ

せて慎重に検討していきます。 

 

  



31 

３ 施設整備の水準 

以上を踏まえ、本市における課題を整理すると、「老朽化した建物の機能回復」と「児童生徒の

増加への対応」、「バリアフリー化やＩＣＴ化、防災機能の強化などの時代に合わせた学校施設と

しての機能向上」の 3点が喫緊の課題であると考えられます。 

そこで、建替えまたは長寿命化改修によって、以下の整備内容を基本とし、全施設の老朽化の解

消、児童生徒数の変化、ＩＣＴ等の教育・学習環境の向上に対応することとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

部位 中規模改修・部位修繕 長寿命化改修 建替え

屋根・屋上 シート防水（断熱無し） 外断熱露出防水 外断熱露出防水

外壁 防水型複層塗材 防水型複層塗材 防水型複層塗材

サッシ 補修のみ サッシ交換・強化ガラス 強化ガラス

内部仕上 塗り替えのみ

床：サンダー掛け
壁・天井の更新
実験台・黒板・ロッカー等の更
新、教育・学習環境の向上

床：フローリングブロック
壁：スクールパーテーション
天井：軽量鉄骨天井下地の
上、石膏ボード張り
実験台・黒板・ロッカー等
教育・学習環境の向上

電気 劣化部分の更新のみ ＬＥＤ化・設備更新 ＬＥＤ化・各種設備

給排水 改修のみ 給水・排水・消火栓更新 給水・排水・消火栓

機能向上 特になし
エレベーター設置
トイレドライ化・車椅子トイレ等の
生活環境の向上

エレベーター設置
トイレドライ化・車椅子トイレ
児童生徒数増加への対応
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第４章 長寿命化の実施計画 

１ 長寿命化計画の基本的条件 

（１） 建物の状況に応じた対応 

長寿命化計画を策定するにあたって各建物を築年や構造躯体の劣化状況を踏まえると次の４つ

に分けられます。 

 

① 
構造躯体のコンクリート圧縮強度が 13.5Ｎ/ｍ㎡以下であり、長寿命化に適していないと

される建物（7棟 21,472㎡） 

② 
昭和 46（1971）年の建築基準法施行令改正に伴い、帯筋間隔に関する基準が改正され

る以前に建てられた建物（13棟 17,219㎡） 

③ 
昭和 47（1972）年以降、昭和 56（1981）年までに建てられた旧耐震基準に基づく

建物（20棟 42,026㎡） 

④ 昭和 57（1982）年以降に建てられた新耐震基準の建物（10棟 18,809㎡） 

 

長寿命化にあたってはこれらのタイプに合わせて対応します。 

 

 

 

 

 

（２） 優先順位付け 

「①構造躯体のコンクリート圧縮強度が 13.5Ｎ/ｍ㎡以下であり、長寿命化に適していないとさ

れる建物」の建替え、「③昭和 47（1972）年以降、昭和 56（1981）年までに建てられた旧耐

震基準に基づく建物」の長寿命化改修を優先して実施します。 

改修の大まかな目安は①は築 60年目、③は築 50年目とし、平準化などで変更する場合は直近

に校内の別の建物で改修工事がなく、工事年を合わせることができないもの、次いで健全度が低い

ものを優先するものとします。 

また、直近に他の建物で改修がある場合は年数を合わせ、足場や仮設校舎の費用を抑えられるよ

うにするため、2年程度を限度として本来の工事年からずらす場合があります。 

 

（３） 設計及び工事期間 

原則として建替えは 3年（設計分 1年を含む）、長寿命化改修は 2年（設計分 1年を含む）、中

規模改修とＣ・Ｄ評価の部位修繕は 1年とします。 

ただし、同時期に建替えと長寿命化改修が予定されている場合などは、それに合わせて設計及び

工事期間を設定する場合があります。 

  

①コンクリート圧縮強度が

13.5Ｎ/㎟以下の棟

②帯筋間隔改正前

（昭和46（1971)年以前）の棟

③昭和47（1972）～

昭和56（1981）年築の棟
④新耐震基準の棟

直近10年を目途に建替える。
直近10年間は部位修繕で対処、

築70年目を目途に建替える。

直近10年を目途に長寿命化改修

を実施。

20年周期で改修、築40年を目途

に機能向上を兼ねた長寿命化改

修を実施。



33 

２ 改修等の優先順位付け 

学校施設の方向性としては、新型コロナウイルスなどの影響もあり、今後の財政状況が不透明で

ある状況下において、今後数年間のうちに複数校を一斉に更新することは非常に困難であると思わ

れます。 

しかし、児童生徒数の増加対応は確実に対応する必要がある一方で、施設の老朽化も進んでいま

す。 

そこで、まずは児童の増加が予測されている、小学校について優先的に着手します。また、老朽

化の進行が指摘されている各学校の外壁と屋上防水を優先的に進めていきます。 

上記と合わせて、中長期的な目線で順次、長寿命化改修や建替えを着実に進めていくことを基本

的な考えとします。 

次に、長寿命化改修や建替えの直近の計画についてですが、 

 

ハード面 

⚫ 構造躯体のコンクリート圧縮強度が 13.5Ｎ/ｍ㎡以下の棟が存在し、10年以内に建替えを

含む対応を検討する必要がある。 

⚫ 当該棟の健全度は圧縮強度が13.5Ｎ/ｍ㎡以下の建物の中では4番目（小学校では3番目）

に低い。 

ソフト面 

⚫ 現時点で小学校の学級数及び児童数が最も多い。 

⚫ 今後も令和 10（2028）年度まで児童数が増加する見込みである。 

 

以上を踏まえ、まずはじめに小金井第三小学校を長寿命化改修と一部の棟について建替え予定と

します。 

 

なお、その後については同じく児童数の増加が予測されている小金井第一小学校、次いで小金井

第四小学校を実施するものとしていますが、児童数の変動状況を見ながら前倒しするなどの検討が

必要です。 

一方で構造躯体の圧縮強度が 13.5Ｎ/ｍ㎡以下の棟があり、かつ老朽化が進行し健全度の低い前

原小学校などは直近で部位改修をしたうえで長寿命化改修や建替えをすることとしていますが、財

政状況や児童生徒数の変動にあわせて、他の学校も含め前倒しや後ろ倒しして実施するなどの検討

も必要となります。 

また、児童生徒数の増加への対応としては、建替えや長寿命化改修工事の際に必要となる仮設校

舎を有効に活用することも積極的に検討します。 
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           表 令和 4（2022）年以降 10 年間の改修計画          年度 

   校名 棟名 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031

校舎1 設計 建替え 建替え

校舎2 設計 建替え 建替え

体育館・クラブハウ
ス・プール附属室

設計
部位修繕
（屋上・外壁）

部位修繕
（屋上・外壁）

校舎2・校舎3 設計 建替え 建替え

校舎4

校舎（特殊学級）5 設計 長寿命化 長寿命化

校舎1・体育館 設計 長寿命化 長寿命化

校舎2 設計 建替え 建替え

校舎1 設計 長寿命化 長寿命化

体育館 設計
部位修繕
（外壁）

部位修繕
（外壁）

校舎1 設計 建替え 建替え

校舎2 設計 長寿命化 長寿命化

校舎3 設計 長寿命化 長寿命化

給食室 設計 長寿命化 長寿命化

体育館 設計 建替え 建替え

校舎1

校舎2

校舎3

体育館
部位修繕
（屋上・外壁）

校舎1
部位修繕
（外壁）

設計

校舎3
部位修繕
（屋上・外壁）

設計

校舎4 設計

校舎2・体育館
部位修繕
（屋上・外壁）

設計

校舎1
部位修繕
（屋上・外壁）

校舎2・体育館
部位修繕
（屋上・外壁）

校舎1
部位修繕
（内部・設備）

校舎3 設計 長寿命化

校舎（給食室）1・
給食室

部位修繕
（屋上・外壁）

校舎2・体育館
部位修繕
（内部・設備）

校舎1 設計 長寿命化

体育館・校舎2 設計 長寿命化

校舎1 設計

校舎3・校舎4 設計

体育館・校舎2
部位修繕
（外壁）

給食室 設計

校舎1 設計 建替え

校舎2 設計 長寿命化

体育館・校舎
部位修繕
（外壁）

校舎1 設計 建替え 建替え

校舎2
部位修繕
（外壁）

校舎3

体育館・プール附
属室

部位修繕
（外壁）

給食室 設計 中規模改修 中規模改修

校舎1 設計 長寿命化

校舎4 設計 長寿命化

校舎2 設計 長寿命化

校舎3・体育館 設計 長寿命化

校舎1
部位修繕
（内部）

校舎2

校舎3・体育館

南中学校

緑中学校

本町小学校

緑小学校

南小学校

小金井
第一中学校

小金井
第二中学校

東中学校

前原小学校

小金井
第一小学校

小金井
第二小学校

小金井
第三小学校

小金井
第四小学校

東小学校
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３ 長寿命化のコスト見通し 

 計画期間である令和 33（2051）年までの整備費用は、総額 346億円、年平均 11.5億円/年

となり、過去 11年間の施設関連経費 2.6億円/年とは 4.4倍のかい離があります。 

また、計画期間当初の令和 4（2022）年からの10年間は、構造躯体のコンクリート圧縮強度

が 13.5Ｎ/ｍ㎡以下であり、長寿命化に適していないとされる建物、及び昭和 46（1971）年の

建築基準法施行令改正に伴い、帯筋間隔に関する基準が改正される以前に建てられた建物のうち、

児童数増加対応を実施する小金井第一小学校・小金井第三小学校・小金井第四小学校の建物の建替

えと、昭和 47（1972）年以降、昭和 56（1981）年までに建てられた旧耐震基準に基づく建物

の長寿命化改修に加え、Ｃ・Ｄ評価の外壁や屋上防水などの部位修繕があるため、総額で 164 億

円、年平均で 16.4億円/年とコストも高くなります。 

コストのかい離幅も直近 11 年間と比較して 6.3 倍になるため、ランニングコストの見直しや

改修費の見直し、管理・運営面の見直しなどを検討し、更にコストを縮減していく必要があります。 

なお、小金井第一小学校・小金井第三小学校・

小金井第四小学校については、児童数増加対応と

してそれぞれ 700㎡の増床を見込んでいます。 

この 700 ㎡は普通教室 2 室を校舎の階数分

増築し、不足教室と各学年１クラスの学習室の確

保を想定したものです。 

図 長寿命化のコスト見通し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

試算条件 

 

  

図 増床のイメージ 
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過去11年間
2.6億円/年

現在 20年間総額
291億円

（14.6億円/年）

30年間総額
346億円

（11.5億円/年）

10年間総額
164億円

（16.4億円/年）

11.5億円/年

C・D評価
の部位修繕

建替え 中規模
改修

空調リース料
8,300万円/年

芝生修繕費
1,600万円/年

維持修繕費
4,400万円/年

長寿命化
改修

工事種別 建替え 大規模改修 中規模改修 C・Ｄ評価の部位修繕

設計及び
工事期間

3年 2年 1年 1年

サイクル 築60～80年目 築40～50年目 大規模改修の20年後
直近10年以内に改修がない場合、
令和4（2022）～令和7（2025）年に実施

単価 37万円/㎡ 20万円/㎡ 8万円/㎡ 建替え単価に対する割合を使用

※　単価は設計料及び工事監理料を含むが、仮設建物の費用は含まない。全て消費税込み。
※　令和3（2021）年は予算額、令和4（2022）年以降が試算による金額。また、平均は令和4（2022）年を1年目として算出。
※　維持修繕費4,400万円/年、空調リース料8,300万円/年、芝生修繕費1,600万円/年を別途加算する。
※　小金井第一小学校・小金井第三小学校・小金井第四小学校では直近の改修時に児童数増加対応として700㎡増床を見込む。
※　他の改修と合わせて実施する、コストの平準化を図るなどの理由で年数を遅らせたり、年数を合わせている場合がある。
※　コストは設計及び工事期間で均等に配分している。
※　Ｃ・Ｄ評価の部位改修については次の改修が10年～14年後の場合はＤ評価の部位、15年以上先の場合はＣ・Ｄ評価の部位両方を実施。
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４ 今後必要な検討の方向性 

これまでの内容を踏まえて、今後必要な検討として「増加対応」「小中合わせての対応」「適正規

模・適正配置」の３つの方向性を提示します。 

「増加対応」では、中央線沿線の小学校で、直近の児童増加対策として教室不足を解消すること

を優先的に実施します。「小中合わせての対応」では、市北部に位置する小中学校で児童生徒数の動

向をみながら、小中学校合わせての対応を検討します。「適正規模・適正配置」としては、将来的に

は小規模校化が進む学校やまだ大規模を維持する学校など状況がさまざまである市南部に位置す

る学校で、通学区域の見直しや適正規模・適正配置に向けた検討が必要になります。 

また、本計画に基づき長寿命化を推進しながら、さらに管理面・運営面の見直しとして、学校プ

ールを複数校で共用化、教職員の負担軽減のため施設の維持管理を切り離して外部委託を行ったり、

管理を地域の団体等へ任せることで時間外活用しやすくするなど、本市が保有する社会資源を生か

して、あらゆる方策の中から実行していくことで、さらなる改善を図ります。 

図 今後必要な検討の方向性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 長寿命化計画と連動して推進するべき改善方策メニュー例 

 

 

 

  

適正規模・適正配置の検討
⚫ 通学区域の見直し
⚫ 統廃合

管理面・運営面の見直し ⚫ プールの共用化、民間委託

学校施設の維持管理の見直し
（教職員の負担軽減）

⚫ 教職員による施設管理の見直し
⚫ 施設の時間外活用

空きスペースの活用
⚫ 他の公共施設（子育て関連施設等）との複合化
⚫ 学校を核としたまちづくり（地域の拠点施設）

教育環境の向上
⚫ 諸室の見直しによる教育環境の向上
⚫ 児童生徒数の変化に柔軟に対応
⚫ ９年間のつながり、学年を超えたつながり

防災対応等の強化
⚫ 災害時の避難所機能の強化
⚫ セキュリティ対応（セキュリティ区分）
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第５章 継続的運用方針 

１ 情報基盤の整備と活用 

安全・安心で、快適な学習環境、生活環境を維持するためには、本計画に基づき改修や建替えと

いった整備を着実に行うだけではなく、継続的な実態把握により施設の状況を常に把握しておくこ

とが重要です。そのため、建築基準法第１２条の定期点検とあわせた劣化状況調査を３年に１度実

施し、劣化状況評価を見直すとともに、修繕・改修履歴などの情報などを含めて作成する「建物情

報一覧」に蓄積し、本計画の見直しや学校施設全体のマネジメントに活用します。 

 

２ 推進体制等の整備 

本計画は、学校施設を所管する教育委員会が中心となって推進します。また、他の施設と複合化

を検討する場合は、より有効な活用ができるように関連部署と連携・協力しながら行います。  

 

３ フォローアップ 

本計画は、学校施設の老朽化状況を踏まえ、改修や建替えの優先順位を設定して標準的な維持・

更新費用を算出し、現状の余裕スペースの状況を加味して今後の維持・更新費用を算出しました。

今後は、学校教育を取り巻く環境の変化や、児童生徒数の動向など、将来変化を反映して５年ごと

に計画の見直しを行います。 

本計画策定中に公立小学校の学級編成を 35人に引き下げる「公立義務教育諸学校の学級編成及

び教職員定数の標準に関する法律の一部を改正する法律案」が令和 3（2021）年 2 月 2 日に閣

議決定されました。本計画では、35 人学級を想定した検討は間に合いませんでしたが、適切に対

応します。 

また、上位計画である公共施設等総合管理計画など他の関連計画の進捗状況を踏まえ、市全体の

公共施設マネジメントと連携して本計画を進めていきます。 
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参考資料 

学校施設の目指すべき姿に関するアンケート調査結果 

１ 調査概要 

（１）調査目的 

学校施設の長寿命化計画を策定し、老朽化対策等を進めていくにあたり、保護者の考えや

意向を把握し、学校施設の目指すべき姿を明らかにすることを目的とします。 

（２）調査対象 

全市小学校 6年生の保護者 

全市中学校 2年生の保護者 

 

（３）調査方法 

調査票の配布・回収によるアンケート方式 （無記名） 

 

（４）調査期間 

令和 2（2020）年 7月 9日（木）～令和 2（2020）年 7月 22日（水） 

 

（５）配布数・回収数          （６）設問内容 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 小学生保護者 中学生保護者 

配布数 910 件 686 件 

回収数 626 件 499 件 

回収率 68.8% 72.7% 

設問 設問内容 

問 1・2 通学時間の現状と許容範囲 

問 3 学区での重要事項 

問 4 学校教育で望むこと 

問 5 学校の地域役割 

問 6 学校の地域拠点化 

問 7 諸室の現状、満足度 

問 8・9 学校施設に望むこと 
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２ 調査結果 

 

〇通学時間の現状と許容範囲について（問 1・2） 

小中学校ともに、通学時間の現状は「10分以内」と「20分以内」の合計が 90%以上、通

学時間の許容範囲は「10分以内」と「20分以内」の合計が 60％以上を占めていました。 

また、許容範囲が 30 分以内と回答いただいた割合は小学校が 20％以上、中学校が 30％

以上となりました。 

 

〇学区での重要事項について（問 3） 

小中学校ともに「児童生徒が学校生活を送る上で望ましい学級数や学級人数になるようにす

る」、「児童生徒が安全に通学できる距離と時間になるようにする」という問いが「重要である」

と「やや重要である」の合計が 90％以上を占めていました。 

 

〇学校教育で望むことについて（問 4） 

小中学校ともに「子どもたちが社会性や協調性を身に着ける機会がある」が最も多く、60％

以上となっていました。小学校では「子ども同士が刺激しあい、学力、体力を高めあうことが

できる」（51.9％）、「集団の中でいろいろな役割分担を経験できる」（45.2％）が次いで多く

なっていて、中学校では「子ども同士が刺激しあい、学力、体力を高めあうことができる」

（49.5％）、「一人ひとりに目が行き届いた、きめ細やかな指導を受けることができる」（46.1％）

の順で多くなっていました。 

 

〇学校の地域役割について（問 5） 

小中学校ともに、「コミュニティスクール等として地域が学校への応援、協力を積極的に行

う」が 3 割程度、「学校の求めに応じ、できる範囲で地域がかかわる」が６割程度となってお

り、何かしらの形で地域の関わりや役割を期待する問いについて 90％以上を占めていました。 

 

〇学校の地域拠点化について（問 6） 

学校に地域の拠点として期待する役割は、小学校では「子どもたちの放課後の居場所・活動

場所（50.5％）」、中学校では「地域防災の拠点（37.5％）」が最も高くなっていました。 

 

〇諸室の現状、満足度について（問 7） 

小中学校ともに大きな違いは見られなかったものの、傾向としては「教室」、「トイレ」、「プ

ール」の各項目では、「老朽化対応」について「不満」、「やや不満」の合計が高く、その中でも

小学校において「トイレ」が 60%以上と高い傾向にありました。 

 

〇学校施設に望むこと（問 8）※問 9 は自由記述のため割愛 

今後の学校施設の整備について、学校施設に望むことは、小中学校共通して「生活環境（ト

イレ等の機能向上）」が高くなっていました。さらに、小学校では「児童生徒の安全」と「防災

対策」の安全性を、中学校では「学習環境（教室等の機能向上）」と「ICT教育」の学習環境向

上を望む傾向が見られました。 
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10分以内 45.7% 20分以内 44.9%

30分以内7.8%

30分を超える 0.8%

無回答0.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

90.6％

10分以内

6.8%

20分以内

57.5%

30分以内

34.1%

40分以内 1.2%

その他 0.2% 無回答0.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

64.3％

10分以内

12.0%
20分以内 63.9%

30分以内

23.5%

40分以内 0.2%
その他0.3%

無回答0.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

75.9％

50.5%

28.1%

4.2%

1.1%

8.9%

5.8%

1.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

子どもたちの放課後の

居場所・活動場所

地域防災の拠点

文化活動の拠点

地域福祉の拠点

地域の活動・

交流の拠点

スポーツ活動の拠点

無回答

34.5%

37.5%

4.4%

2.4%

13.0%

6.6%

1.6%

0% 10% 20% 30% 40%

子どもたちの放課後の

居場所・活動場所

地域防災の拠点

文化活動の拠点

地域福祉の拠点

地域の活動・

交流の拠点

スポーツ活動の拠点

無回答

46.6%

54.2%

55.8%

5.0%

41.5%

45.0%

28.9%

12.1%

1.4%

0% 20% 40% 60%

防災対策

児童生徒の安全面

生活環境

（トイレ等の機能向上）

エネルギー効率

学習環境

（教室等の機能向上）

ICT教育

防犯性

ユニバーサルデザイン

無回答

46.3%

44.9%

50.7%

3.6%

52.7%

50.9%

21.4%

14.8%

3.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

防災対策

児童生徒の安全面

生活環境

（トイレ等の機能向上）

エネルギー効率

学習環境

（教室等の機能向上）

ICT教育

防犯性

ユニバーサルデザイン

無回答

 

 

 小学校 中学校 

問
１ 

現
在
の
通
学
時
間  

  

問
２ 

通
学
時
間
の
許
容
範
囲 

 

   

問
６ 

学
校
に
地
域
の
拠
点
と
し
て
期
待
す
る
役
割 

 

    

問
８ 

今
後
の
学
校
施
設
の
整
備
で
学
校
施
設
に 

 

望
む
こ
と
（
３
つ
選
択
） 

 
    

10分以内 51.1% 20分以内 40.9%

30分以内6.7%

30分を超える 1.0%

その他 0.2%

無回答0.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

92.0％

子どもたちの放課後の居

場所・活動場所 

地域防災の拠点 

児童生徒の安全 

防災対策 

生活環境(トイレ等の機能向上) 

学習環境(教室棟の機能向上) 

ICT 教育 

エネルギー効率 

(教室棟の機能向上) 
学習環境 

ICT 教育 

防犯性 

ユニバーサルデザイン 

無回答 無回答 

ユニバーサルデザイン 

防犯性 

エネルギー効率 

防災対策 

児童生徒の安全 

生活環境(トイレ等の機能向上) 

【現状】 

通学時間の【現状】と【許容範囲】 

【許容範囲】 【許容範囲】 

【現状】 

学校の地域役割 

学校施設に望むこと 

校庭を毎日開放 

避難先として安全か 
近所の学校は避難所 

公園がすくない。 

門が自由に出入りで

きてしまうのが不安 
トイレが汚すぎ 

できてしまう 

耐震性、コロナ対策 

オンライン授業の整備 

トイレが汚い、臭い 

自習室がほしい 

してほしい 
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本計画における用語の定義 

用語 定義 

建物情報一覧 学校施設の長寿命化計画を策定するために整理する対象建物

の一覧表であり、建物１棟を１行とし、学校施設台帳や固定資

産台帳を基に建物基本情報を整理し、さらに、構造躯体の健全

性と構造躯体以外の劣化状況の各調査結果を一元的にまとめ

たもの。 

学校施設台帳 公立学校施設台帳。公立学校施設の現状を把握するため、文部

科学省「公立学校施設台帳作成提要」に基づき、毎年作成され

ている台帳。 

耐震基準 耐震基準は、建築物が最低限度の耐震能力を持っていることを

示す基準である。現行の耐震基準（新耐震基準）は、昭和 56

（1981）年６月１日から施行され、それ以前の基準のことを

旧耐震基準という。 

構造躯体 構造躯体は、基礎、柱、梁、壁面、床など建物の構造を支える

骨組みのこと。躯体、構造体、スケルトンとも呼ばれる。一般

に、構造躯体はその使用材料により、鉄筋コンクリート造（RC 

造）、鉄骨造（S 造）、木造（Ｗ造）などに区分される。 

コンクリート圧縮強度 コンクリートの品質を図るうえで重要な指標であり、強度が大き

いほど耐久性が上がる。コンクリートがどれだけの圧縮力に耐え

られるかを示し、単位はN/ｍ㎡で表す。 

長寿命化改修（大規模改修） 既存の建物を長期に使用するため、建物や設備の不良箇所・劣

化個所の改修だけでなく、耐久性を高め、社会的要請に対応し

機能向上をすることで、物理的な建物の目標使用年数まで建物

を安心・安全に、支障なく使用することができるようにする改

修工事。 

中規模改修 建物や設備の不良箇所・劣化個所を直し、建築当初の機能回復

を行う改修工事。 

施設関連経費 施設整備費、修繕維持費等、施設の維持・保全に関連する経費

の総計のこと。 

建築基準法第 12条の定期点検 建築物等の安全性や適法性を確保するために、専門の技術者

（調査者・検査者）により建築物等を定期的に調査・検査し、

特定行政庁に報告する制度。 

 

  



42 

 

 

 

 

 

 



43 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小金井市学校施設長寿命化計画 令和３年３月 

編集・発行：小金井市教育委員会学校教育部庶務課施設係 

          〒184-8504 

            東京都小金井市前原町 3-41-15 

            042-387-9871  k010102@koganei-shi.jp 

 

 


